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繰出金 70.0億円繰出金 70.0億円繰出金 70.0億円

補助費 35.9億円補助費 35.9億円補助費 35.9億円

物件費 81.1億円物件費 81.1億円物件費 81.1億円

公債費 54.5億円公債費 54.5億円公債費 54.5億円

扶助費 97.1億円扶助費 97.1億円扶助費 97.1億円

人件費 78.1億円人件費 78.1億円人件費 78.1億円

投資的経費 83.2億円投資的経費 83.2億円投資的経費 83.2億円

財政課（☎㉑5529）総額1,026億1,643万4千円
平成27年度 当初予算
　平成27年度当初予算が３月市議会定例会で審議され、決定しました。
　市民の皆さんに関係が深い一般会計を中心に、平成27年度当初予算のあらましについてお知らせします。

区　　　分 予算額 対前年度比

一般会計（ア）
億
507

万
4,149

千円 
 6 ＋   7.4%

特
別
会
計

国民健康保険 155 4,019 3 ＋   4.5％

後期高齢者医療 27 7,728 7 －   0.4％

介護保険 127 3,795 9 ＋  3.2％

住宅新築資金等貸付事業 593 7 －   0.5％

観光交通対策 4 8,208 6 － 15.0％

土地取得 11 4,879 8 ＋184.6％

小計（イ） 326 9,226 0 ＋  5.5％

企
業
会
計

病院事業 70 7,027 4 － 21.5％

水道事業 46 1,925 2 ＋  3.8％

下水道事業 74 9,315 2 －  5.5％

小計（ウ） 191 8,267 8 － 10.5％

合計（ア）＋（イ）＋（ウ） 1,026 1,643 4 ＋  3.0％

平成27年度会計別予算規模

平成 27年度  歳出の内訳

投資的経費（道路、公園、学
校などの建設事業に要する経
費）
+20.6億円（+32.9%）
消防本部庁舎および防災セン
ター、中学校統合校の校舎建
設などによる増

公債費（借入金の返済に要す
る経費）
－0.5 億円（－1.0%）

扶助費（児童、高齢者、障が
い者などの福祉サービスに要
する経費）
－1.5 億円（－1.5%）
児童手当や生活保護費の減な
ど

繰出金（各種会計相互間
において支出される経費）
+1.2億円（+1.8%）
老人医療給付費や介護給
付費に係る繰出金の増、
病院事業会計への繰出金
の増など

補助費（各種団体に対す
る補助金や一部事務組
合に対する負担金などの
経費）
+7.3 億円（+25.6%）
農林水産業費における多
面的機能支払交付金の
皆増、伊勢広域環境組合
へのごみ処理負担金の増
など

物件費（消耗品、備品、
委託料などの物品調達に
係る経費）
+8.7億円 (+12.0%)
マイナンバー対応に係る
経費、中学校統合校校舎
建設に伴う仮設校舎賃借
経費の皆増など

義務的経費  45.2%
－5.4 億円（－2.3%）

人件費（一般職員947人、市
長、副市長、議員、各種委員
に係る経費）
－3.4 億円（－4.1%）

出資金、予備費など
その他経費 3.6 億円歳出総額

507.4 億円性質別

維持補修費 3.9 億円

公債費（借入金の返済）
－0.5 億円（－1.0%）

消防費（消防、救急、防災など）
+6.6 億円（+16.1%）
消防本部庁舎および防災センターの
新設などによる増

農林水産・観光費等（農林水産、観光、
商工など）
+4.0 億円（+24.0%）
多面的機能支払交付金事業、民俗伝
統行事継承事業の皆増など

衛生費（保健衛生、環境、ごみ・
し尿処理など）
+6.1億円（+14.5%）
病院事業会計繰出金の増、水道
事業への出資金の皆増など

総務費等（議会運営、市全般の管理
事務など）
+3.6 億円（+8.4%）
マイナンバー対応に係る経費の増、
国勢調査の皆増など
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平成27年度予算特集

　平成27年度の一般会計予算は、人口減少・少子高齢化に対応したまちづくりを重点課題と位置づけ、子
どもたちの笑顔があふれ、幸せに年齢を重ねられる伊勢市を目指す「笑子・幸齢化のまちづくり」の実現に

向けて編成しました。

「５つの視点」を最重点とした予算を編成

②やさしさと感謝の「心」を
継承するまちづくり

　子どもや高齢者、障がい者などの弱い立場の
人たちに配慮したまちづくりを進めるとともに、
子育てや教育環境の充実を図ります。

①「命」を最優先に考える
まちづくり

　防災・減災対策を優先的に進め、災害に強い
まちづくりに取り組みます。また、地域医療の
確保を目指して新病院の建設を進めるほか、生
活習慣病などの早期発見・早期治療につなげる
取り組みを拡充し、健康で安心して暮らせる環
境づくりを推進します。

④市民が「誇り」を持ち、観光と 
市民生活が「調和」するまちづくり
　地域資源や特性を国内外に発信する「シティ
プロモーション」に取り組み、定住促進や交流
促進を目指します。また、積極的に観光誘客を
行い地域経済の活性化を目指すとともに、交通
渋滞対策にも取り組み、市民生活との調和を図
ります。

⑤「連携」と協力による　
　　「自立」したまちづくり　

　ふるさと未来づくり（新たな地域自治の仕組
み）を本格稼動し、自助・共助・公助がつなが
る地域づくりを目指します。また、周辺市町との
連携のもと「伊勢志摩定住自立圏構想」を拡充
し、人口減少対策に取り組みます。※特別会計、公営企業会計予算については、

　それぞれの設置目的に従って予算を編成しています。

　また、本年度は、平成17年の合併から10周年を
迎えます。この節目を市民の皆さんと共にお祝いする

記念事業を行い、さらなる一体感の醸成を目指します。

③「暮らし」の豊かさを実感
できるまちづくり

　雇用促進へ向け、産業・観光の活性化や就労
支援の取り組みを行います。また、生活の利便
性の向上や良好な生活環境の保全を図ります。

平成 27年度  歳入の内訳

教育費（小・中学校、幼
稚園、社会教育など）
+16.1億円（+34.9%）
中学校統合校の校舎建
設、小学校の空調整備
などによる増

土木費（道路、河川、都
市計画など）
－1.0 億円（－1.9%）
下水道事業会計繰出金
の減など

民生費（高齢者・児童・
障がい者福祉など）
+0.2億円（+0.1%）
子ども・子育て支援新
制度施行に伴う増、障
害者介護給付等事業の
増など

公債費 54.5億円公債費 54.5億円公債費 54.5億円

教育費 62.1億円教育費 62.1億円教育費 62.1億円

消防費 47.2億円消防費 47.2億円消防費 47.2億円

土木費 53.8億円土木費 53.8億円土木費 53.8億円

民生費 174.5億円民生費 174.5億円民生費 174.5億円

衛生費 48.0億円衛生費 48.0億円衛生費 48.0億円

農林水産・観光費等
20.5億円

農林水産・観光費等
20.5億円

農林水産・観光費等
20.5億円

総務費等 46.8億円総務費等 46.8億円総務費等 46.8億円

歳出総額
507.4 億円目的別

依存財源  58.9％

自主財源  41.1％

地方譲与税、地方消費税交
付金など
＋6.7億円（+33.3%）
税率引き上げに伴う地方消
費税交付金の増など

市債（国や金融機関からの
借入金）
＋18.0 億円（＋31.1%）
消防本部庁舎および防災セン
ター、中学校統合校の校舎
建設に係る市債の増など

国・県支出金（特定の事業に
対し、使い道を限定した国・
県からの交付金）
+4.5 億円（+4.9%）　
社会資本整備総合交付金（防
災交付金）の増、公立学校
整備費国負担金の皆増など

地方交付税（地方財
政の運営を保障する
ための国からの交付
金）
－0.6億円（－0.6%）

その他（使用料、手数料、負
担金、財産収入、繰入金、寄
附金など）
＋6.3 億円（＋16.8%）
財政調整基金繰入金の増など

市税
＋0.1億円（＋0.1%）
法人収益の増による法人市
民税の増など　　

各種交付金 26.7億円各種交付金 26.7億円各種交付金 26.7億円

市債 76.0億円市債 76.0億円市債 76.0億円

その他 43.8億円その他 43.8億円その他 43.8億円

市税 164.7億円市税 164.7億円市税 164.7億円

国・県支出金
96.2億円
国・県支出金
96.2億円
国・県支出金
96.2億円

地方交付税
100.0億円
地方交付税
100.0億円
地方交付税
100.0億円

歳入総額
507.4 億円

国や県からの交付
金や借入金（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）市が自主的に収入
できる財源
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伊勢市は、
こんなことに取り組みます

平成27年度に行う取り組みの一部を紹介します。
※金額は平成27年度予算額（繰越予算を含む）です。

平成
27年度

命
　防災・減災対策、子どもの健康、福祉の

増進に、引き続き最優先で取り組んでいきま

す。

◆倉田山公園の整備   （17億3,668万円）
　　消防本部庁舎および防災センターを新設し、

　 「倉田山公園」を防災公園として引き続き整
　 備します。
　 ポイント  平成27年度末、消防本部庁舎・防災
　 センター完成

◆避難所などの整備    （9億3,505万円）
　　 津波避難タワーなどの整備、避難所への外
　 付け階段・屋外フェンス設置、避難所周知の
　 ための看板設置を行います。

◆中学生までの医療費を助成
　　　　　　　　　　　  （3億3,532万円）
　　中学校卒業までの入院および通院にかかる

　医療費を助成します。

心
　子育て環境・教育環境のさらなる充実に取り組むなど、

少子化対策を強化します。

◆出会い・結婚を支援　      　　 　（1,000万円）
 　出会い・結婚に関する情報提供などの拠点作りを進めます。

◆妊娠・出産を包括的に支援　　  （1,026万円）
　　安心して子育てができるよう、妊娠から出産、子育て期

　にわたる切れ目のない支援を

　 実施します。また、新生児の
　 聴覚検査費用の一部助成を
　 開始します。

◆障がい児の相談支援体制を強化    （650万円）
　　障がいのある子どもや家族と面談するなど、課題解決

　 や適切なサービス利用に向けた取り組みを進めます。

◆中学校の統合　　　　　　  （17億2,496万円）
　　宮川中学校・沼木中学校の統合校の建設工事、豊浜中

　 学校・北浜中学校の統合校の建設に向けた造成工事に着
　 手します。
    ポイント  平成29年3月、宮川中学校・沼木中学校の統合
　 校が完成予定

暮らし 地域産業の活性化を通じ、雇用の確保を図っていきます。

◆プレミアム付き地域商品券の発行
　　　　　　　　　　　　 　（1億2,850万円）
　　伊勢商工会議所などが中

　心となって実施するプレミアム

　付き地域商品券の発行を支援

　します。

　 ポイント  1万円で１万2,000
　 円分の買い物ができる地域商

　品券を夏ごろに発行予定

◆農林水産物のブランド化  　（1,500万円）
　　生産量の拡大、高付加価値化、知名度の向上を

　 目指す取り組みや、効率化を目指す新技術導入を支
　 援します。

◆女性の就労支援　　　　　　   （44万円）
 　　結婚・出産などを機に離職した女性の再就職を
　 支援するセミナーを開催します。
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伊勢市制施行
10周年記念事業

平成27年度予算特集

誇りと調和
　伊勢に住む人、伊勢を訪れる人、双方の満足度

の調和を図りながら、伊勢市の魅力を最大限に生

かしていきます。

◆シティプロモーションの推進 （1,526万円）
 　　伊勢市の持つさまざまな魅力を掘り起こし、そ
　 れをＰＲしていきます。
　 ポイント  「伊勢市」のブランド化

◆観光誘客の推進　　　  （1億1,738万円）
　　重点的に誘客に取

　り組む大都市などへ

　向けて観光情報を発

　 信し、市内により多

　くの観光客を呼び込

　んでいきます。

◆中心市街地の再生            （9,275万円）
　　伊勢の顔である伊勢市駅周辺ににぎわいを創出

　 するため、民間事業者が実施する再開発事業を促
　 進します。

自立と連携
　地域の課題を地域で考え、地域で解決すること

ができるまちづくりに取り組んでいきます。

◆ふるさと未来づくりの推進 （1億6,045万円）
　　 新たな地域自治の仕組みである「ふるさと未来

　　づくり」制度を本格稼動し、それぞれの地域に

　 おける絆・つながりを深め、安全・安心で、愛着
　と誇りを持てる地域づくりを推進します。

◆地方版総合戦略の策定   　（1,342万円）
　　人口減少問題の克服とまちの活性化を図るため、

　 地方人口ビジョンおよびこれに基づく地方版総合
　 戦略を策定します。

伊勢市制施行10周年記念事業
１．10周年を記念し市民とともにこれを祝い、伊勢市への誇りと愛着を深める
伊勢市制施行10周年記念式典 企画調整課
NHK「にほんごであそぼ」公開収録

文化振興課みえ県展 伊勢移動展
市民芸能祭
記念まちづくり講演会

市民交流課
市民活動YOUNGフェスティバル
産業振興イベント 商工労政課
地場農水産物を使用した給食の実施 農林水産課
伊勢神宮奉納全国花火大会における記念スターマイン 観光振興課
環境フェア 環境課
２．地域の活性化や、連携・交流を促進する 
夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会

市民交流課パートナーの日啓発講演会
国際交流フェスティバル
伊勢市長杯学童軟式野球大会 企画調整課
交通安全横断旗配布 交通政策課
障がい者体育祭

高齢・障がい福祉課
障害者週間啓発シンポジウム
介護予防特別講演会 健康課
地域包括ケアシステム啓発講演会 地域包括ケア推進課
伊勢市社会福祉大会 福祉総務課
防犯ボランティア講習会 危機管理課
３．伊勢市が持つ様々な魅力を掘り起こし、市内外に発信する
首都圏等でのPRキャラバン開催など 観光誘客課
おかげバスラッピングコンテスト 交通政策課
尾崎咢堂記念館特別展

文化振興課
山田奉行所記念館開館10周年記念イベント
伊勢フットボールヴィレッジでのイベント 観光誘客課
広報いせで10周年特集

広報広聴課
ケーブルテレビで10周年記念放送

　平成17年11月に旧伊勢市、旧二見町、旧
小俣町、旧御薗村の４市町村が合併して新

「伊勢市」が誕生し、平成27年11月1日に
10周年という節目を迎えます。
　新「伊勢市」誕生から10年の歩みを振り
返り、市全体で10周年を祝うとともに、こ
の節目を契機に、市民の皆さんに本市の持

つさまざまな魅力を再発見・再認識してい

ただくことで、あらためて伊勢市民である

ことへの誇りと愛着を深めていただけるよ

う、伊勢市制施行10周年記念事業を実施し
ます。

伊勢市制施行10周年記念事業ロゴマーク



小学校区を単位とするまちづくり
ふるさと未来づくりを
推進しています

市民交流課（☎㉑5563）
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会
」は
、

従
来
の
自
治
会
単
位
の
地
域
の

枠
を
超
え
て
、
小
学
校
区
を
基

本
の
地
域
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
自
治
会
を
核
に

し
な
が
ら
、老
人
会
、婦
人
会
、

子
ど
も
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

事
業
所
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
の
代
表
者
や
地
域
住

民
が
集
ま
り
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
解
決
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

　

 

ま
ち
づ
く
り

　

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
で

は
、
地
域
の
地
理
的
な
特
性
や

自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
の
資

源
を
活
用
し
、
住
民
が
地
域
の

将
来
像
を
考
え
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
「
地
区
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
計
画
に
沿
っ

て
、
単
年
度
の
事
業
計
画
や
予

算
編
成
を
行
い
、
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

　

自
治
会
単
位
の
枠
組
み
を

　

超
え
た
取
り
組
み

　

自
治
会
は
、
住
民
に
最
も
身

近
な
組
織
と
し
て
、
住
民
自
治

の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
少
子
・
高
齢

化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
な
ど
の
社
会
状
況
の
変
化
に

伴
い
、
防
犯
・
防
災
な
ど
、
自

治
会
の
枠
を
超
え
た
地
域
課
題

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
で

は
、
自
治
会
や
各
種
団
体
が
課

題
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け
て

協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今

ま
で
取
り
組
め
な
か
っ
た
事
業

や
、
広
域
的
に
取
り
組
ん
だ
方

が
効
果
的
・
効
率
的
な
事
業
、

単
独
の
団
体
で
は
実
施
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
事
業
な
ど
に
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

これまで

△△自治会

○○自治会

□□自治会

NPO

子ども会、婦人会、
老人会など

事業所

PTA、
スポーツ団体、
民生委員など

△△自治会

○○自治会

□□自治会

NPO 子ども会、婦人会、
老人会など

事業所

PTA、
スポーツ団体、
民生委員など

これから

まちづくり協議会
代議員

役員会・委員会

地域住民など、みんなが構成員です！
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まちづくり協議会の活動
　伊勢市では現在、小学校区を単位として23のまちづくり協議会（下表参照）が設立し、それぞれの地域の実情
に応じた活動を行っています。

まちづくり協議会一覧
（設立順）

厚生地区まちづくりの会

小俣まちづくり協議会

沼木まちづくり協議会

明倫地区まちづくり協議会

神社地区まちづくり協議会

修道まちづくり会

佐八学区まちづくりの会

大湊町未来づくり委員会

四郷地区まちづくり協議会

高城まちづくりの会

進修まちづくりの会

浜郷地区まちづくり協議会

中島学区まちづくり協議会

城田地区まちづくり協議会

豊浜東まちづくり協議会

豊西まちづくりの会

二見まちづくりの会

北浜まちづくり会議

御薗まちづくり協議会

東大淀地区まちづくり協議会

宮山まちづくりの会

有緝まちづくり協議会

早修ふるさと未来ＮＡＶＩ

 皆さんの積極的な参加を
　地域を良くしていくためには、住民の皆さんの力が必要です。

　まちづくり協議会の活動にご参加・ご協力をお願いします。

まちづくり協議会ではこのような活動を行っています

高齢者サロン ゲームを通じて災害を学ぶ

ウォークラリー 避難経路タウンウォッチング

世代間交流事業 スポーツフェスタ

まちづくり協議会の活動を市が支援します
①情報提供や助言
　　まちづくり協議会の設立段階から、協

　議会の活動を支援するため、地域と市を

　つなぐ「地区担当職員」を配置し、事業

　の運営に必要な情報提供や助言を行って

　います。

②ふるさと未来づくり資金の交付
　　まちづくり協議会の活動や事務運営に

　必要な経費の一部を補助しています。

ふるさと未来づくり資金の構成
活動事業費〔基本額〕
（全協議会に共通）

地区まちづくり計画に基づく事業を実
施するために必要な資金

事務運営費
（全協議会に共通） 協議会の運営に必要な資金

広報紙配布等協力金・
活動事業費〔世帯割額〕
（選択制）

市が依頼する業務などを協議会が選択
して実施するための資金

※平成27年度から、一部の地域を除き、まちづくり協議会または
　自治会へ、受け持ち地区の配布世帯が分かる一覧をお渡しし、
　「広報いせ」などの配布をお願いしています。

11　　広報いせ ●平成27年５月１日号

予算額〔平成27年度〕　1 億 6,045 万 6千円



　国では、昭和63年から、毎年５月を「消費者月間」としており、消費者・事業者・行政が一体となって
消費者問題に関する啓発・教育などの事業を集中的に行っています。

　今年の消費者月間の統一テーマは「みんなでつくろう！　消費者が主役の社会!!」です。
　この機会に、あらためて消費生活について考えてみましょう。

 今年のテーマ

 みんなでつく
ろう！

 消費者が主役
の社会！！

「消費生活センター」ってどんなところ？

H22

（件）
700
600
500
400
300
200
100
0

681件
618件

518件

H23

消費生活相談件数

H24 H25 H26（年度）

438件438件438件

281件281件281件

　伊勢市消費生活センターは平成22年10月に開設しました。
　消費生活センターでは、「消費者と事業者との間のトラブル」の相談を受け付け、問題

○インターネットによる情報、サイト料金の不当・架空請求に関すること
○貸金業法に関する相談、住宅ローン、サラ金、消費者金融に関すること
○商品が特定できないもの、消費生活の一般的な相談

相談が多く寄せられたもの

５月は
 消費者月間です

伊勢市消費生活センター（☎㉑5717）

解決に向けた助言などを行っています。

　相談は、電話または面接で行います。相談内容は、

外部に漏れることはありませんので、気軽に相談し

てください。また、消費生活に関する情報提供もお

待ちしています。

　平成26年度までの相談件数は左グラフのとおり
です。
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グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

と
は
、
環
境
に
配
慮
し
、
環
境

負
荷
の
少
な
い
製
品
を
選
び
、

積
極
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
に

取
り
組
み
、
社
会
を
変
え
て
い

こ
う
と
す
る
消
費
者
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
行
動

が
、社
会
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
、
買
い
物
の
際
は
、
左
表

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
商
品

を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★買い物をするときには……
❶ 必要な物を必要な量だけ買う。
❷ 使い捨て商品ではなく、長く使える物を選ぶ。
❸ 包装がない物を最優先し、次に最小限の物、 容
　 器は再使用できる物を選ぶ。
❹ 作るとき、使うとき、捨てるとき、資源とエネ
　 ルギー消費の少ない物を選ぶ。
❺ 化学物質による環境汚染と健康への影響の少な
　 い物を選ぶ。
❻ 自然と生物多様性を損なわない物を選ぶ。
❼ 近くで生産・製造された物を選ぶ。
❽ 作る人に公正な分配が保証される物を選ぶ。
❾ リサイクルされた物、リサイクルシステムの 
　 ある物を選ぶ。
❼ 環境問題に熱心に取り組み、環境情報を公開し
　 ているメーカーや店を選ぶ。
　  グリーンコンシューマー10原則『グリーンコ
　  ンシューマーになる買い物ガイド』小学館より

10

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

み
ん
な
で
、

グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

に
な
ろ
う
！！

プロバイダー変更契約トラブルに注意！

　最近、電話勧誘によるプロバイダー（インターネット

接続業者）変更契約トラブルの相談が多く寄せられま

す。例えば、次のようなトラブルです。

・・大手電話会社を名乗る勧誘でプロバイダー変更を

　したが、違う業者だった。

・・電話勧誘後に届いた書面の内容が、勧誘時の説明

　と違っていた。

・・安くなると言われてプロバイダー契約を変更した

　が、実際は安くならなかった。

・・電話でプロバイダー変更の勧誘を受け、よく考える

　時間もなく遠隔操作で変更されてしまった。　　

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　など

　このようなトラブルを防ぐため、次のようなことに

気を付けましょう。

・・電話勧誘の際は、相手先の名前や連絡先を確認す

　る。

・・契約前に書面の交付を求め、サービス内容をよく

　理解してから契約する。

・・サービス内容と料金を現状と比較し、内容や料金

　がどう違うのか確認する。

・・プロバイダー変更による

　デメリットも考え、必要

　がなければはっきり断る。

不用品の処分や買い取りについての
トラブルが発生しています！！

●「不用品の処分」事例
　　巡回してきた回収業者に引き取りを依頼した

　ところ、積み込み後に高額請求され、やむなく

　支払った。

　家庭の廃棄物を回収処分する業者は、市町村

の許可が必要です。また、空き地で粗大ごみを回

収する行為も禁止されています。無許可の業者に

は注意しましょう。

　このような場合、積み込む前に値段を確認する

ことが重要です。

●「不用品の買い取り」事例
　　着物などの不用品を買い取ると電話で勧誘

　され、自宅への来訪を許すと、業者の目的は

　貴金属だった。

　電話で勧誘した時に、本来の目的である貴金

属の買い取りを説明しないことは問題です。また、

業者を自宅へ上げたことが原因で、断りきれず被

害に遭った事例もあります。被害に遭わないため

にも、安易に業者を家の中へ入れないようにし、

不必要な場合ははっきりと断りましょう。

13　　広報いせ ●平成27年５月１日号　　広報いせ ●平成27年５月１日号



14広報いせ ●平成27年５月１日号

い せ

2015スポーツ
フェスティバル

と き６月28日日 9:00～11:40（受け付けは8:30～）
ところ三重交通Gスポーツの杜伊勢 陸上競技場

参加費
無料

体力測定
 要申し込み

「握力」「上体起こし」「長座体前屈」
「反復横跳び」「立ち幅跳び」の５種目を
行います。

・・対象：市内在住の人
　※事前申し込みは不要です。

※全ての種目に参加賞があります。
※傷害保険は主催者側で加入します。
※雨天の場合は、中止することがあり
　ます。その場合は、午前７時までに、
　市のホームページでお知らせします。
※開催要項・申込書は、各申込先にあ
　ります。また、市のホームページに
　掲載します。

予算額〔平成27年度〕　104 万円（委託料）

超人選手権

スポーツ課（☎㉒7895）

申込先
スポーツ課（小俣総合支所・２階）、市役所東庁舎・
２階教育委員会窓口、各支所、二見公民館、小俣総
合体育館、倉田山公園野球場、伊勢フットボールヴ
ィレッジ、御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター

（県営総合競技場）

「走る」「跳ぶ」「投げる」を基本とした三種競技
（50m走・ロングジャンプ・ボーテックス投げ）を
行い、合計得点によって総合順位をつけます。

・・対象：市内在住の小学生以上の人
・・定員：小学生400人、中学生以上400人
　（いずれも先着順）
  ・  ・申し込み：申込書を、直接申込先へ
　※小学生のみ、各学年・男女別に、総合1位～3位と、
　　各種目別1位に賞品を贈呈します。
　※競技終了後、得点集計中にオープン参加で長距
　　離走を行います。（小学１・２年生…400ｍ、３・
　　４年生…800ｍ、５・６年生…1,200ｍ）
　※ボーテックスとは、手の平サイズの楕円形をし
　　たボールのようなものです。
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伊勢市制施行10周年記念事業  第59回伊勢市民芸能祭

募集期間  ５月１日㈮～３１日㈰（当日消印有効）

伝
統

能・狂言
邦
舞

日本舞踊

洋
楽

洋楽器

洋
舞

バレエ レクダンス

歌舞伎 民踊 合唱 フラダンス 創作舞踊

邦
楽

和楽器 新舞踊 フォークソング モダンダンス ベリーダンス

民謡 吟
剣
詩
舞

吟詠 ハワイアン音楽 フォークダンス フラメンコ

箏曲 剣舞 ロック ジャズダンス タップダンス

浪曲・謡曲 詩舞 ヒップホップダンス 社交ダンス

※表にない分野での出演を希望する場合は、伊勢市文化協会へ問い合わせてください。

予算額〔平成27年度〕　220 万円

市民芸能祭の開催概要と募集分野
開催日 ところ 募集分野

①オープニング
　フェスティバル

９月27日㈰ 観光文化会館・大ホール
下表のとおり
（１団体10分以内）

②部門別
10月４日㈰・25日㈰、11月１日㈰・
８日㈰・15日㈰・22日㈰・23日㈷

観光文化会館・大ホール、
生涯学習センターいせトピ
ア・多目的ホール

伝統芸能、邦楽、邦舞、洋楽、
洋舞、その他舞台芸術
（１団体10～20分）

※①②への重複出演が可能です。
※申し込み多数の場合は、出演をお断りすることがあります。

オープニングフェスティバルの募集分野

応募方法　申込書を、直接または郵送・Eメールで次の申込先へ
　　　　　※郵送の場合は伊勢市文化協会、Eメールの場合は文化振
　　　　　　興課に限ります。

申 込 先　・・伊勢市文化協会（〒516-0027 桜木町143、山本麻里方）
　　　　  ・・文化振興課（アドレスkyo-bunka@city.ise.mie.jp）
　　　　　・・市役所東庁舎・２階教育委員会窓口

　　　　   ※詳しくは募集要項をご覧ください。募集要項・申込書は
　　　　　　各申込先にあります。また、市のホームページに掲載します。

今年もいろいろな舞台芸術が１日で楽しめる
オープニングフェスティバルを開催します。

出演団体 募集 伊勢市文化協会（☎㉒1640）
文化振興課（☎㉒7885）を



　公共下水道が使用できない地域では、し尿や生活雑排水をきれいにす
る合併処理浄化槽の設置を推進しています。
　専用住宅などへ合併処理浄化槽を設置する人や、単独処理浄化槽また
はくみ取りから合併処理浄化槽へ転換する人に対する補助制度がありま
す。詳しくは、環境課へ問い合わせてください。

　下水道工事が完成し、下水道
への接続ができるようになった
区域の皆さんは、下水道への早
期接続にご協力をお願いします。

合併処理浄化槽の設置に補助 下水道の早期接続を環境課（☎㉑5542）
下水道施設管理課（☎421538）

下水道建設課（☎421530）

平成27年度に行う
下水道工事

市では、生活排水の処理を進めるために、下水道事業を行っています。
今年度の下水道工事の予定箇所は、次のとおりです。
※工事を予定している箇所や時期は変更することがあります。

工事中は、通行止め・振動・
騒音などでご迷惑をお掛け
しますが、ご理解・ご協力
をお願いします。

下水道工事費〔平成27年度予算額〕　21億4,823万7千円(うち国補助金収入 7億2,100万円）

　平成27年度工事予定箇所
小俣町明野、小俣町湯田、
小俣町宮前の各地区の一部

　平成27年度工事予定箇所
　二見町江、二見町荘、二見町溝口、
　二見町山田原の各地区の一部

　平成27年度工事予定箇所
浦口３丁目、大世古３・４丁目、岡本３丁目、
黒瀬町、小木町、勢田町、曽祢２丁目、竹ケ
鼻町、田尻町、辻久留1丁目、通町、常磐２・
３丁目、中島２丁目、藤里町、二俣１・２丁目
の各地区の一部

　工事を行う沿線の皆さんには、工事を開始する前に工事説明
会を開催します。

お知らせ

五十鈴川
宮川宮川大橋

度会橋

厚生中

有緝小

浜郷小

五十鈴ヶ丘駅

伊勢市駅

宇治山田高

宮川中

市役所

県伊勢庁舎

伊勢西IC

小俣総合
支所
駅

高高

厚生中中厚生中中中中中

有緝

伊勢市駅

市役所

伊勢庁

二見総合
支所

二見中 夫婦岩

二見

宮川橋

度会橋

明野駅

小俣中
小俣総合
支所

宮川駅

明野小

線

小俣中

野野明明野明

小俣総合
支所

宮川駅

凡　　　例

下水道が使用できる区域（工事中を含む）

平成27年度に工事を予定している区域

平成28～ 32年度に工事を予定している区域

下水道

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」
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生
活
保
護
制
度
は
、
憲
法
で

定
め
る
生
存
権
に
基
づ
き
、
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
人
に
対
し

て
必
要
な
保
護
を
行
い
、
か
つ

積
極
的
な
自
立
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

売
却
で
き
る
物
が
あ
れ
ば
そ

れ
を
売
却
し
て
生
活
費
に
充

て
、働
け
る
場
合
は
働
く
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
資
産
や
能
力
を
活
用

し
、
ま
た
、
年
金
・
手
当
な
ど

の
公
的
給
付
を
受
け
、
民
法
で

定
め
る
扶
養
義
務
者
に
よ
る
扶

養
を
優
先
さ
せ
て
も
な
お
最
低

限
度
の
生
活
を
維
持
で
き
な
い

と
き
、
生
活
保
護
が
必
要
と
判

断
さ
れ
ま
す
。

　

保
護
費
は
世
帯
単
位
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

　

国
が
定
め
る
保
護
基
準
額

（
最
低
生
活
費
）か
ら
、
世
帯
全

員
の
公
的
給
付
・
仕
送
り
・
控

　

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
保
障
の
た
め
の
「
経
済

的
支
援
」
と
、
就
労
や
社
会
参

画
促
進
な
ど
の
「
自
立
に
向
け

た
支
援
」
が
、
生
活
保
護
制
度

の
両
輪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
職
員
が
健
康
状
態
や
生

活
環
境
を
確
認
し
、
相
談
に
乗

り
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
や
、

時
に
は
指
導
・
指
示
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

働
け
る
人
が
働
か
ず
に
生
活

保
護
を
受
け
続
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
就
労
に
向
け
た
支

援
を
受
け
、
そ
れ
で
も
働
こ
う

と
し
な
い
場
合
は
、
保
護
が
停

止
・
廃
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

保
護
を
受
け
て
い
る
間
は
、

自
動
車
の
保
有
・
使
用
は
基
本

的
に
制
限
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

借
金
で
生
活
が
困
窮
し
て
い
る

場
合
は
、
保
護
費
を
返
済
に
充

て
る
と
生
活
が
で
き
な
い
た
め

債
務
整
理
な
ど
を
促
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
不
正
行
為
に
つ
い
て

は
、
通
報
ま
た
は
訪
問
調
査
で

疑
義
が
あ
る
と
き
は
、
事
実
関

係
を
調
査
し
、
不
正
で
あ
っ
た

場
合
に
は
保
護
費
の
返
還
を
求

め
、
告
訴
・
告
発
も
含
め
再
発

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
の
目
的

生
活
保
護
を
受
け
る
要
件
な
ど

給
付
さ
れ
る
保
護
費

保
護
中
の
義
務
や
指
導

除
分
を
除
く
給
料
な
ど
の
収
入

合
計
額
を
差
し
引
い
た
分
が
、

保
護
費
と
し
て
給
付
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
身
体
の
状
況
や
収

入
の
増
減
に
よ
り
、
給
付
額
が

変
わ
り
ま
す
。

新しい自立支援制度
生活困窮者自立支援制度
　　　　　  が始まりました

　生活保護を受ける状況に至らないまでも経済的な困難

に直面している人への支援として、平成27年度から「生
活困窮者自立支援制度」が始まりました。

　住居、仕事、家計、子どもの学習環境など、生活困窮

状態にある人が抱えるさまざまな生活課題について、相

談の中で原因を突き止め、解決の筋道を探り、利用でき

る制度やサービスを使いながら、相談支援員と共に自立

を目指していきます。

　生活に困っている人は、一人で悩まず、まずはご相談

ください。

生活に困窮したら相談を

生活保護・生活困窮者
自立支援

生活支援課（☎㉑5556）

予算額〔平成27年度〕　2,304 万 2千円
　　　　　　　　　　　（うち国補助金・負担金収入1,499万3千円）



　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
に
よ

り
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
人

で
、
在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な

人
が
入
所
す
る
施
設
で
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
へ
入
所
で
き
る
人

は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

が
要
介
護
３
以
上
の
人
に
原
則

限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
心
身
の
状
況
や
置

か
れ
て
い
る
生
活
環
境
な
ど
の

事
情
に
よ
り
、
在
宅
で
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
こ
と

に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い
事

由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
要
介
護
１
ま
た
は
２
で

も
入
所
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
を
「
特
例
入
所
」
と
言
い
ま

す
。

　

特
例
入
所
に
当
た
っ
て
は
、

主
に
次
の
こ
と
が
考
慮
さ
れ
ま

す
。

・・
認
知
症
・
知
的
障
が
い
・
精

神
障
が
い
に
よ
り
、
日
常
生
活

に
支
障
を
来
す
よ
う
な
症
状
や

行
動
、
意
思
疎
通
が
困
難
な
こ

と
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
か
ど
う

か・・
単
身
世
帯
や
、
同
居
家
族
が

高
齢
や
病
弱
な
ど
で
あ
り
、
家

族
な
ど
に
よ
る
支
援
が
期
待
で

き
な
い
場
合
な
ど
で
、
在
宅
生

活
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
か
ど

う
か

■
特
例
入
所
ま
で
の
流
れ

　

直
接
施
設
に
出
向
い
て
入
所

申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
入
所
申
し
込
み
の
際
に
、

特
例
入
所
と
な
る
理
由
に
つ
い

て
、
必
要
な
情
報
を
記
載
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
特
例
入
所
の
申
し

込
み
を
し
た
人
に
つ
い
て
、
適

宜
施
設
か
ら
保
険
者
で
あ
る
市

　

介
護
保
険
は
、
住
所
地
の
市

町
村
が
保
険
者
と
な
る
の
が
原

則
で
す
が
、
市
外
の
住
所
地
特

例
対
象
施
設
に
住
所
が
移
っ
た

場
合
は
、
引
き
続
き
、
入
所
前

の
市
町
村
が
保
険
者
と
な
り
ま

  

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

  

特
例
入
所

へ
意
見
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
市

は
、
地
域
で
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
提
供
体
制
や
、
担
当
の

介
護
支
援
専
門
員
か
ら
自
宅
な

ど
に
お
け
る
生
活
の
困
難
さ
な

ど
を
聞
き
取
り
、
そ
れ
ら
の
内

容
を
踏
ま
え
、
施
設
に
対
し
て

意
見
を
表
明
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
施
設
で
開
催
さ
れ

る
入
所
者
を
決
定
す
る
入
所
検

討
委
員
会
で
、
介
護
が
必
要
な

程
度
や
家
族
の
状
況
を
考
慮

し
、
施
設
が
最
終
的
に
入
所
決

定
を
し
ま
す
。

す
。
こ
れ
を
「
住
所
地
特
例
制

度
」
と
言
い
ま
す
。

　

住
所
地
特
例
制
度
の
対
象
施

設
は
こ
れ
ま
で
、
介
護
保
険
施

設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型

医
療
施
設
）、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
が
対
象
で
し
た

が
、
４
月
か
ら
は
対
象
と
な
る

施
設
が
拡
大
さ
れ
、「
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
も

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

■
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
と
は
？

　

「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確

保
に
関
す
る
法
律
」（
通
称

：

高

齢
者
住
ま
い
法
）
の
改
正
に
よ

り
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、介
護
・

医
療
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
安

心
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
の
住

宅
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
、
今
月
か
ら

毎
月
１
日
号
で
、
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

初
回
の
今
回
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
特
例
入
所
の
概

要
と
住
所
地
特
例
の
適
用
対
象
拡
大
に
つ
い
て
で
す
。

住
所
地
特
例
の
適
用
対
象
拡
大

 介護保険
どう変わるの？

特例入所について…介護保険課介護給付係（☎㉑5560）
住所地特例について…介護保険課介護認定係（☎㉑5647）

第１回
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平
成
27
年
度
か
ら
の

介
護
保
険
料

介
護
保
険
課
介
護
保
険
料
係
（
☎
㉑
５
５
６
４
）

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
３
年
ご

と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
介
護
保
険
料
が
変
わ

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

40
〜
64
歳
の
人
の
保
険
料
額

は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
加
入
先
の
保
険
者

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
人

　

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
額

は
、
市
が
定
め
る
基
準
額
に
、

本
人
と
世
帯
の
課
税
状
況
や
所

得
状
況
に
応
じ
た
割
合
を
乗
じ

て
、
個
人
別
に
算
出
し
ま
す
。

基
準
額

　

基
準
額
と
は
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
な
ど
か

ら
算
出
さ
れ
た
、
保
険
料
額
を

決
め
る
基
準
と
な
る
額
の
こ
と

で
す
。

　

平
成
27
〜
29
年
度
の
伊
勢
市

の
基
準
額（
月
額
）は
５
８
３
５

円
で
す
。

保
険
料
額

　

介
護
保
険
料
は
、
所
得
の
低

い
人
の
負
担
が
大
き
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
本
人
と
世
帯
の
課

税
状
況
や
所
得
状
況
に
応
じ
て

段
階
的
に
調
整
し
て
い
ま
す
。

（
下
表
参
照
）

低
所
得
者
へ
の
軽
減
強
化

　

下
表
で
所
得
段
階
が
第
１
段

階
の
人
に
つ
い
て
は
、
国
の
基

準
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
軽

減
強
化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

軽
減
後
の
料
率
・
保
険
料

料
率　

０
・
45

保
険
料　

３
万
１
５
０
９
円

介
護
保
険
料
の
決
め
方

40
〜
64
歳
の
人

65歳以上の人の介護保険料額
所得段階 市区町村民税の

課税状況 対象者（本人）の状況 料率 保険料額
（年額）

第 １段階
世帯全員が非課税
である

・・生活保護の受給者
・・老齢福祉年金の受給者
・・課税年金収入額と合計所得金額の合計が年間80万円以下

×0.50 35,010円

第 ２段階  ・ ・課税年金収入額と合計所得金額の合計が年間80万円を超え、120万円以下 ×0.65 45,513円
第 ３段階 ・・課税年金収入額と合計所得金額の合計が年間120万円を超える ×0.75 52,515円

第 ４段階 本人は非課税だが
世帯に課税されて
いる人がいる

 ・ ・課税年金収入額と合計所得金額の合計が年間80万円以下 ×0.90 63,018円

第 ５段階 ・・課税年金収入額と合計所得金額の合計が年間80万円を超える ×1.00 70,020円

第 ６段階

本人が課税されて
いる

・・合計所得金額が60万円未満 ×1.15 80,523円
第 ７段階 ・・合計所得金額が60万円以上120万円未満 ×1.20 84,024円
第 ８段階 ・・合計所得金額が120万円以上190万円未満 ×1.30 91,026円
第 ９段階 ・・合計所得金額が190万円以上290万円未満 ×1.50 105,030円
第10段階 ・・合計所得金額が290万円以上500万円未満 ×1.75 122,535円
第1 1段階 ・・合計所得金額が500万円以上1,000万円未満 ×2.00 140,040円
第12段階 ・・合計所得金額が1,000万円以上 ×2.20 154,044円
※実際に納めていただく保険料額（年額）は、10円未満の端数を切り捨てます。

基準額
（年額）

伊勢市の介護保険
サービスに要する費用など＝ ×65歳以上の人の負担割合（22％）÷

市内の65歳以上の人の人数
（所得別補正後人数）

 保険料の基準額の決め方

介
護
保
険
の
財
源

　

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以

上
の
人
に
納
め
て
い
た
だ
く

「
介
護
保
険
料
」
と
、
国
・
三

重
県
・
伊
勢
市
が
負
担
す
る「
公

費
」
を
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費

用
も
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
介
護
保
険
料
は
介
護
保

険
の
大
切
な
財
源
で
す
の
で
、

保
険
料
の
納
付
に
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
の
納
付
猶
予
・
減
免
制
度

　

災
害
な
ど
に
よ
り
著
し
い
損

害
を
受
け
た
り
、
長
期
入
院
で

収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
な
ど

の
事
情
が
あ
っ
て
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
一
定
の
基
準
、
審
査
に
基

づ
き
、
保
険
料
の
納
付
猶
予
や

減
免
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
猶
予
や
減
免
を
受
け
る

た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
介
護
保
険
課
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
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介護予防

“健康寿命”の延伸を目指して

健康課（☎㉗2435）

元気なうちから
始めましょう！

　

人
生
80
年
・
90
年
時
代
を
迎

え
、高
齢
者
と
言
え
ば
「
弱
者
」

「
誰
か
の
助
け
が
必
要
」
と
い

う
以
前
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
い
ま

や
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
65

歳
以
上
の
人
の
約
８
割
は
、
自

立
し
た
生
活
を
送
っ
て
お
り
、

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
い
つ

ま
で
も
は
つ
ら
つ
と
自
分
ら
し

く
生
き
た
い
も
の
で
す
。
し
か

し
、
年
齢
を
重
ね
る
と
、
物
忘

れ
や
体
力
低
下
な
ど
「
年
の
せ

い
か
な
？
」
と
感
じ
る
こ
と
が

増
え
る
の
も
事
実
で
す
。

　

「
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と

諦
め
ず
、
積
極
的
に
心
身
を
動

か
す
こ
と
を
心
掛
け
、
生
き
生

き
と
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は

　

 

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い

　

 

取
り
組
み
が
必
要

　

平
均
寿
命
は
、
生
ま
れ
て
き

た
赤
ち
ゃ
ん
が
何
歳
ま
で
生
き

ら
れ
る
か
を
示
し
、
健
康
寿
命

は
、
寝
た
き
り
な
ど
に
な
ら
な

い
状
態
で
、
健
康
で
自
立
し
て

生
活
が
で
き
る
期
間
を
示
し
た

　

  

生
活
習
慣
病
と

　

  

生
活
機
能
低
下
が

　

  

要
介
護
状
態
の
原
因
に

　

伊
勢
市
の
要
介
護
原
因
を
見

る
と
、「
骨
・
関
節
疾
患
」「
認

知
症
」「
脳
卒
中（
脳
血
管
疾

患
）
」「
骨
折
・
転
倒
」
が
約
６

割
を
占
め
て
い
ま
す
。（
図
２

参
照
）

　

こ
れ
ら
の
病
気
や
状
態
に
な

る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
が
、

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

「
骨
・
関
節
疾
患
」「
認
知
症
」

「
骨
折
・
転
倒
」
は
、
不
活
発

な
生
活
な
ど
か
ら
運
動
機
能
や

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
の
で
す
。

　

伊
勢
市
の
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
と
の
差
は
、男
性
で
2.9
歳
、

女
性
で
6.2
歳
で
す
。
こ
れ
は
、

３
〜
６
年
の
間
は
、
寝
た
き
り

の
状
態
や
介
護
が
必
要
な
状
態

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

（
図
１
参
照
）

　

で
き
る
限
り
、
介
護
が
必
要

な
状
態（
要
介
護
状
態
）に
な
ら

な
い
取
り
組
み
が
必
要
で
、
そ

の
取
り
組
み
が
、「
介
護
予
防
」

で
す
。

　

「
自
分
は
元
気
だ
か
ら
介
護
予

防
な
ん
て
必
要
な
い
」
と
思
わ

ず
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
病
気

の
予
防
と
併
せ
て
、
元
気
な
う

ち
か
ら
介
護
予
防
に
も
取
り
組

図１　伊勢市の平均寿命と健康寿命（平成24年）

平均寿命
79.9 歳
平均寿命
79.9 歳
平均寿命
79.9 歳

男性男性男性 女性女性女性

88歳88歳
86歳86歳
84歳84歳
82歳82歳
80歳80歳
78歳78歳

76歳76歳
74歳74歳
72歳72歳

平均寿命
85.7 歳
平均寿命
85.7 歳
平均寿命
85.7 歳

健康寿命
77.0 歳
健康寿命
77.0 歳
健康寿命
77.0 歳

2.9 歳2.9 歳2.9 歳 健康寿命
79.5 歳
健康寿命
79.5 歳
健康寿命
79.5 歳

6.2 歳6.2 歳6.2 歳

図２　介護が必要となった原因（65歳以上）

伊勢市で平成24年度に新規介護認定を受けた1,630人より伊勢市で平成24年度に新規介護認定を受けた1,630人より伊勢市で平成24年度に新規介護認定を受けた1,630人より

認知症
16％
認知症
16％
認知症
16％

骨・関節疾患
18％

骨・関節疾患
18％

骨・関節疾患
18％

脳卒中
（脳血管疾患）

14％

脳卒中
（脳血管疾患）

14％

脳卒中
（脳血管疾患）

14％

骨折・転倒
13％

骨折・転倒
13％

骨折・転倒
13％

心臓病
11％
心臓病
11％
心臓病
11％

がん
9％
がん
9％
がん
9％

うつ・精神疾患
3％

うつ・精神疾患
3％

うつ・精神疾患
3％

糖尿病 3％糖尿病 3％糖尿病 3％
その他
13％
その他
13％
その他
13％
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脳
機
能
な
ど
が
低
下
し
、
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、

脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

予
防
と
、
生
活
全
般
を
活
発
に

し
、
自
立
し
た
生
活
を
維
持
す

る
こ
と（
生
活
機
能
低
下
の
予

防
）
の
両
方
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　
　

介
護
予
防
の
た
め
の

　
　

健
康
づ
く
り
事
業
を

　
　

行
っ
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
生
き
生

き
と
自
分
ら
し
く
生
活
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
お
手
伝
い
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ
く
り

事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。（
下

表
参
照
）

　

ま
た
、
今
年
度
に
70
歳
を
迎

え
る
人（
昭
和
20
年
４
月
２
日

〜
昭
和
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
）
を
対
象
に
、
早
い
時
期

か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
た
め
の
「
い
き
い
き

未
来
☆
健
康
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ

ク
」
の
送
付（
６
月
ご
ろ
に
送

付
予
定
）
と
、
実
践
の
た
め
の

教
室
を
行
う
予
定
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

生活習慣病の予防

・・脳卒中予防
・・心臓病予防
・・がん予防
・・糖尿病予防
・・高血圧予防　など

生活機能低下の予防
（生活全般を活発にし、自立した生活の維持）

・・運動器の機能向上
・・認知症予防
・・口腔機能の向上
・・食生活の改善
・・閉じこもり予防・うつ予防など

平成27年度　介護予防のための健康づくり事業（主なもの）
事業名 内容

特別講演会
「脳血管疾患」をテーマとした医師による講話と、脳血管疾患予防の食事のパネル
展示

介護予防講演会
「膝・関節疾患」「高齢者の眼科疾患」をテーマとした介護予防についての医師の講
話（２回）

脳活性化教室
認知症予防のための講話、脳活性化体験、音楽療法、脳機能検査など　　　　　

脳いきいき音楽講座
認知症予防のための音楽療法体験

リフレッシュクラブ
生活習慣病予防のため、ストレッチや音楽に合わせて有酸素運動を行います

シニア筋力アップ教室
高齢者の運動習慣づけ、体力・筋力アップのためのストレッチ体操、筋力トレーニ
ングなど

口腔訓練教室
そしゃくや飲み込みなどの口腔機能の向上のための歯科医師による講話と、歯科衛
生士による口腔訓練の実技指導

健康の日の啓発事業
毎月11日を「健康の日」と定め、健康づくり・介護予防に関するさまざまな講座
などを開催

成人健康相談
保健師による血圧測定や尿検査、栄養士による栄養相談（要予約）を行い、自分自身
の体のことや、食生活についての悩みや心配事について、個別に相談に応じていま
す

※日程および詳しい内容については、「広報いせ」でお知らせします。

対象：65歳以上の人

対象：65歳以上の人

対象：65歳以上の人

対象：74歳以下の人

対象：70歳以上の人

対象：65歳以上の人

＋



誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す

５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

福
祉
総
務
課
内
・
伊
勢
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

（
☎
㉑
５
５
５
７
）

　

伊
勢
市
に
は
、
市
内
12
地
区
に
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が

あ
り
、
平
成
27
年
３
月
１
日
現
在
、
２
９
１
人
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員（
主
任
児
童
委
員
28
人
を
含
む
）が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
区
の
協
議
会
会
長
が
伊
勢
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
連
合
会
を
組
織
し
、
地
区
で
の
取
り
組
み
な
ど
の
情
報
を

共
有
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
、
福
祉
に
関
す
る

相
談
や
各
種
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

困
っ
た
と
き
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
な
ど
の
関
係
機
関
と
を

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
支
え
合
い
、
助
け
合

い
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
身
近

な
相
談
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　

５
月
12
日
の
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
に
は
、
伊
勢
市

で
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
市
内
各
地
で
Ｐ
Ｒ
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

伊
勢
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

会
長　

村
上
純
孝

☆民生委員・児童委員は、このような活動をしています☆

相談・援助
◆担当区域の高齢者や障がい者のいる世帯、児童・妊産婦・一人親

　家庭などの状況把握

◆ニーズに応じた福祉・サービスなどの情報提供

◆支援が必要な人のさまざまな相談に応じ助言　など

見守り
◆高齢者世帯への訪問

◆障がい者のいる世帯への訪問

◆新生児・子どものいる世帯へ

　の訪問

◆児童の登下校時の見守り

連　携
◆小・中学校との情報共有

◆各種審議会などへの参画

◆行政・社会福祉協議会への協力

◆自治会・まちづくり協議会へ

　の協力

行　事
◆高齢者食事会

◆福祉施設の行事への参加・協力

◆地域の行事への参加・協力

　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣の委嘱を受け、相談についての秘密を守ることが法律で

義務付けられていますので、安心してご相談ください。
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伊勢市民生委員児童委員協議会連合会の組織

児童の
安全見守り

子育て支援
一人暮らし高齢
者などへの声掛け、

家庭訪問

新生児訪問 災害時
要援護者支援

虐待・DVの
早期発見への

協力
孤立化防止

五十鈴地区（32人）
会長　上野 尚小俣地区（46人）

会長　藤井佐太司

城田地区（14人）
会長　野間 敬三

北浜地区（12人）
会長　白神 慶助

倉田山地区（36人）
会長　橋本 政通

厚生地区（22人）
会長　中川 肇

豊浜地区（12人）
会長　日置 辻男

南部地区（20人）
会長　小林 初美

二見地区（21人）
会長　木村 鐵夫

御薗地区（23人）
会長　奥田 孝

港地区（28人）
会長　村上 純孝

主任児童委員部会（28人）
部会長　奥田 敍子

・・民生委員児童
　委員協議会
　（市内12地区）
・・主任児童委員
　部会

宮川地区（25人）
会長　杉谷 誠

※地区名の50音順（会長名は敬称略）
※かっこ内は委員数（主任児童委員を含む）

平成25年度の相談・支援件数
分野別相談・支援件数

その他
1,069件

高齢者に
関すること
4,055件

子どもに
関すること
3,866件

障がい者に
関すること
969件

障がい者に
関すること
969件

障がい者に
関すること
969件

その他
1,843件

在宅福祉・介護保険
 763件
健康・医療
294件

子育て・子どもの
教育や生活
3,743件

日常的な支援
2,103件

住居・生活環境
552件
家族関係329件 生活費・年金・保険332件

内容別相談・支援件数
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

津
波
か
ら
安
心
し
て
避
難
で
き

る
よ
う
、
津
波
避
難
施
設
を
順

次
整
備
し
て
お
り
、
昨
年
の
村

松
町
に
続
き
、
今
年
３
月
に
は

大
湊
町
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
で
、
避
難
ス
ペ
ー
ス
は

２
層
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
層
目
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
広

さ
は
４
２
０
㎡
で
、
高
さ
は
地

面
か
ら
９
ｍ（
海
抜
10
・
２
ｍ
）

で
す
。
こ
の
高
さ
は
、
理
論
上

で
最
大
と
さ
れ
る
津
波
想
定
高

さ
か
ら
、
５
・
６
ｍ
の
余
裕
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
２
層
目
は

４
１
６
㎡
の
広
さ
で
、
高
さ
は

地
面
か
ら
12
・
２
ｍ（
海
抜

13
・
４
ｍ
）
と
な
っ
て
お
り
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
い
て
想

定
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
か
ら
十

分
な
余
裕
を
も
っ
て
整
備
し
ま

し
た
。

今
後
の
施
設
整
備

　

市
で
は
、
引
き
続
き
、
沿
岸

部
に
津
波
避
難
施
設
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
末
に
は
、
有
滝

町
と
一
色
町
に
津
波
避
難
施
設

が
完
成
予
定
で
す
。
ま
た
、
平

成
27
年
度
以
降
で
、
磯
町
・
二

見
町
西
・
二
見
町
今
一
色
・
東

豊
浜
地
区
に
も
整
備
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

大湊町に
津波避難タワーが

完成
防災施設整備課（☎㉑5574）

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

　

５
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

市
民
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ

ー
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
基
本

・・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

運
動
の
重
点

・・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

・・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
　

悪
質
商
法
の
被
害
に

　
　

遭
わ
な
い
た
め
に

　

最
近
の
悪
質
業
者
の
手
口
と

し
て
は
、
社
債
・
未
公
開
株
の

購
入
、
海
外
事
業
へ
の
出
資
の

他
、
過
去
の
投
資
被
害
者
の
救

済
、
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
権
、

会
員
権
の
代
理
購
入
を
装
っ
て

お
金
を
だ
ま
し
取
る
も
の
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

見
知
ら
ぬ
相
手
か
ら
来
た
メ

ー
ル
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
勧
誘

電
話
な
ど
の
中
に
、
次
の
よ
う

な
言
葉
が
出
た
ら
注
意
が
必
要

で
す
。お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

家
族
や
警
察
へ
す
ぐ
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
未
公
開
株
を
販
売
・
買
い
取

り
・
上
場
す
る
。
社
債
を
販
売
・

買
い
取
り
す
る
。

◆
Ａ
社
か
ら
封
筒
が
届
い
た
人

し
か
商
品（
会
員
権
）を
購
入
で

き
な
い
。
高
値
で
買
い
取
る
か

ら
代
わ
り
に
買
っ
て
ほ
し
い
。

◆
絶
対
に
も
う
か
る
。
元
本
を

保
証
す
る
。
過
去
に
購
入
し
た

未
公
開
株
な
ど
を
買
い
取
る
。

拳
銃
１
１
０
番
報
奨
制
度

　

実
名
・
匿
名
を
問
わ
ず
、
皆

さ
ん
か
ら
の
情
報
に
よ
り
銃
器

な
ど
が
押
収
さ
れ
、
被
疑
者
が

検
挙
さ
れ
た
場
合
、
状
況
に
応

じ
て
報
奨
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
が
、
拳

銃
の
根
絶
に
つ

な
が
り
ま
す
の

で
、
心
当
た
り

の
あ
る
人
は
拳

銃
１
１
０
番
へ

連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

 拳銃110番
　  0120-1

ジュウ

0-3
ミ

7
ナ

7
ナ

4
シ

（全国共通）
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伊勢市行政チャンネル
広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報を、リポーターの
進行により担当職員の解説を交えながらお伝えします。
5/1～31住宅の耐震化を進めよう～木造住宅の無
料耐震診断＆耐震補強工事等の補助制度～（16日
からは文字解説付き）
放送時間　午前６時・8時・11時・午後1時・4時・6時・
9時・11時～

（デジタル123ch）

番組制作・放送予算額〔平成27年度〕
2,553 万１千円

アイティービーコミュニティチャンネル
 ㈱ ZTV伊勢放送局（☎0120・222・505）

（デジタル121ch）

おしらせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団体・ボラン
ティア団体の情報などをお伝えします。（毎週土
曜日更新）
放送時間　午前7時・9時・正午・午後2時・5時・
7時・10時・翌日午前0時～

ケーブルテレビ番組案内

アイティービートピックス
 ・月 ･水・金曜日の午前7時に更新し、奇数時間の0分から放送
　します。
※毎週日曜日は1週間のニュースをまとめてお伝えします。
※５月１日㈮～3日㈷の放送はありません。

企画番組 （１日・８日・16日・24日更新）
5/1～7 もっと！水の惑星紀行、年寄万歳～百歳になったら
～、伊勢美し国から①、横井三千のお店にGo！、でかける
ネット①、ふるさとめぐり逢い①、THE MAKING①、歴史
街道①　5/8 ～15 仕事魂、皇學館大学ＴＶ、地域百景①、
Z-NAVIGATION①、ナナちゃんのお店紹介、近場ぐるっと
FOODハンター、おしえて先生①、恋舞妓の京都慕情Ⅴ①　
5/16 ～23 伊勢美し国から②、宮川インフォメーション、
前川先生のあったかごはん、ふるさとめぐり逢い②、歴史街
道②、でかけるネット②、THE MAKING②、お店タウンマッ
プいいね！　5/24～31 ぐるぐるグルメ、８ミリフィルム
に残る風景、ひよこくらぶ、Z-NAVIGATION ②、おしえて
先生②、地域百景②、恋舞妓の京都慕情Ⅴ②

伊勢図書館 小俣図書館

 おはなし会
・・たんぽぽおはなし会
　５月９日㈯、午後３時～
・・赤ちゃんおはなし会
　５月14日㈭、午前11時～
・・ピッポの会・紙芝居
　５月17日㈰、午前11時～
※いずれも場所は、１階・おはなし
のへやです。

 図書館おはなし会＆工作
時５月23日㈯、午後３時～
所１階・おはなしのへや
対３歳～小学生（就学前の子どもは
保護者同伴）

内お話の後、紙で“かたつむり”を作
ります

 上映会
時５月16日㈯、午後２時～
所２階・視聴覚室
内「三浦雄一郎終わりなき冒険」（ド
キュメンタリー、70分）

時とき  所ところ  対対象  内内容　定定員
料料金  申申し込み

指定管理委託料  1億2,445万８千円（平成27年度）
入館者数  約45万４千人（平成26年度）

図書館へ行こう！

 おはなし会
時毎週土曜日、午後２時30分～
所１階・おはなしコーナー
内絵本や紙芝居などの読み聞かせ
※５月16日㈯のおはなし会は「お
はなし会スペシャル」となります。

 おはなし会スペシャル
 おはなしプーさんの絵本
 バイキング
時５月16日㈯、午後２時～
所２階・視聴覚室
内いろいろな絵本の中から読んで
ほしい本を選んでいただき、リ
クエストの多い絵本を読みます。
「聞く」と「選ぶ」の両方を楽し
めるおはなし会です！

 あかちゃんえほんのじかん
時５月28日㈭、午前11時～
所２階・視聴覚室
内赤ちゃん絵本の紹介や読み聞か
せ、手遊びなど

 上映会
時５月10日㈰、午後１時30分～
所２階・視聴覚室
内「そして父になる」（120分）

☎㉙ 3900　FAX ㉙ 3902
開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週火曜日、第 2金曜日

☎㉑ 0077
FAX㉑ 0078

開館時間  午前９時～午後７時
休 館 日   毎週水曜日、第 2金曜日

 ふるさと文庫講演会
 伊勢のもの学びパート７
 「考古学よりみた伊勢市の歴史」
時５月30日㈯・６月～平成28年１
月（11月を除く）の毎月第４土曜
日、午後２時～４時（全８回）

※日時を変更することがあります。
所２階・視聴覚室
内「伊勢市史 第６巻 考古編」（平
成23年刊）に合わせて小俣・御
薗・二見の各遺跡を紹介しつつ、
伊勢市の歴史について語ります

　（講師：岡田登さん〔皇學館大学文
学部教授〕）

定70人（先着順）
申５月２日㈯から、直接・電話・
ファクスで同館へ

 施設抽選会（７～９月分）
時５月１日㈮、午前10時～（開場は
午前９時30分）

所２階・視聴覚室

両館
共通

 紙芝居舞台の貸し出しを開始
　家庭で紙芝居を楽しんでいただくため、５月１日㈮から、伊勢図書館・小
俣図書館で、紙芝居舞台の貸し出しを始めます。貸出期間は２週間です。
対伊勢市図書館利用カードを持っている人
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伊勢市社会福祉協議会（☎⑳8610、FAX⑳8617）
メールアドレス iseshakyo-honsyo@mie.email.ne.jp
ホームページ http://ise-shakyo.jp/

第70号
本　　所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎⑳8610　FAX⑳8617

伊勢支所  八日市場町13-1
　　　　  ☎㉗2425　FAX㉗2412
二見支所  二見町茶屋456-2
　　　　  ☎435551　FAX434427
小俣支所  小俣町元町536
　　　　  ☎㉗0509　FAX㉗0570
御薗支所  御薗町長屋2767
　　　　  ☎㉒6617　FAX㉒6604

社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会

と
き　

５
月
17
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分(

雨

天
決
行)

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
前
駐
車
場
お
よ
び
そ
の
周

辺内
容

・・
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
…
カ
エ

ル
人
間
ラ
ナ
ち
ゃ
ん
・
イ
セ
シ

マ
ン
シ
ョ
ー
、
菓
子
ま
き
な
ど

・・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
…
ス
ト

ロ
ー
飛
行
機
作
り
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
煙
体
験
な

ど・・
福
祉
体
験
コ
ー
ナ
ー
…
車
い

す
体
験

・・
広
場
…
屋
台
コ
ー
ナ
ー
、
障

が
い
者
施
設
の
自
主
製
品
販

売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協

議
会
二
見
支
所
内
・
ふ
れ
あ
い

広
場
実
行
委
員
会
事
務
局（
☎

43
５
５
５
１
）

第
19
回
ふ
れ
あ
い
広
場

〜
広
げ
よ
う
！
つ
な
げ
よ
う
！

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ル
ド
〜

　

日
本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動

が
、
今
年
も
５
月
１
日
か
ら
展

開
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害

救
護
、
国
際
活
動
、
医
療
活
動

と
看
護
師
養
成
、
血
液
事
業
、

奉
仕
団
、
青
少
年
赤
十
字
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

伊
勢
市
地
区
で
は
、
火
災
や
水

害
な
ど
の
災
害
に
よ
る
被
災
者

へ
の
備
蓄
物
資
の
配
布
や
各
種

講
習
会
の
開
催
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
皆
さ
ま

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

資
金
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
赤

十
字
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
本
年
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

赤
十
字
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

平成26年度 災害支援および講習会開催状況
種類 件数 毛布 タオルケット 緊急セット
全焼 ３件 ４件 １枚 ３個

半焼 ０件 ０件 ０枚 ０個

床上浸水 １件 ０件 ０枚 １個

種類 開催回数
救急（ＡＥＤ）講習会 29回
健康生活支援講習会   3回

災害時の高齢者支援講習会   6回
幼児安全法支援短期講習会   7回

　

子
育
て
中
の
保
護
者
向
け
の

講
座
で
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
整
体

を
し
て
、
日
頃
の
育
児
疲
れ
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

　

託
児（
生
後
６
カ
月
〜
就
学

前
の
子
ど
も
）
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
子
さ
ま
を
預
け
て
安
心

し
て
講
座
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
き　

６
月
16
日
㈫
・
23
日
㈫
・

30
日
㈫
、
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分（
計
３
回
）

と
こ
ろ　

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
し
て
お
り
、
全
日
程
を
受
講

で
き
る
乳
幼
児
の
保
護
者

講
師　

杉
山
華
乃
美
さ
ん

定
員　

20
人（
託
児
は
15
人
ま

で
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
長
め

の
タ
オ
ル

申
し
込
み　

５
月
25
日
㈪（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
下
図
参

自
力
整
体
講
座

照
）
を
記
入
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
伊
勢
支
所
へ

問
い
合
わ
せ
先　

中
央
児
童
セ

ン
タ
ー（
☎
㉗
２
４
２
５
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
し
、
抽
選
結
果
は
６
月
５

日
㈮
以
降
に
送
付
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
、
１
人
１
通
の

み
と
し
ま
す
。

往信用　表

〒516 － 0076

伊勢市八日市場町
　　　　　  13-1
伊勢市中央児童
センター宛

何も記入しないで
ください。

返信用　裏

52

返信用　表

〒□□□－ □□□□

住　所
　氏　名　様

①親子の氏名・
　ふりがな
②親子の年齢
③住所
④電話番号
⑤託児の有無

往信用　裏

52

往
復
は
が
き
の
書
き
方
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地域福祉活動計画推進事業（社協会費）
赤い羽根共同募金配分金事業

ふれあい・いきいきサロン　活動紹介

松下いきいき教室

＜主な活動場所＞
二見健康増進管理センター

＜主な活動場所＞
なごみのやかた

ボランティア  活動紹介

おはなしプーさん
＜活動内容＞
　伊勢図書館の「おはなし会」で、第２～５土曜
日の午後２時30分から、絵本や紙芝居の読み聞か
せ・ストーリーテリング（語り）をしています。
　また、同館の「あかちゃんえほんのじかん」や、
ハートプラザみそのの「絵本のひととき」、伊勢
市の「１歳６カ月児健康診査」ブックスタートの
会場で、絵本の読み聞かせをしています。
＜活動のきっかけ＞
　伊勢図書館が開館した後、子どもたちへの読み聞
かせを定期的に行おうと、同館が読み聞かせボラン
ティアを募集していたので、平成９年に応募して集ま
ったメンバーで結成しました。それから、研修会な
どを経て活動を開始しました。
＜活動していて良かったこと＞
　子どもの笑顔に元気をもらいながら、楽しんで活
動しています。また、山ほどあ
る絵本の中から、思いがけない
一冊に出合え、その本を紹介す
ることも楽しみの一つです。

高向地区ふれあい昼食会
　毎月第２水曜日と第４日
曜日に開催しています。
　第２水曜日は、食事会や、
講師を招いて介護予防のた
めの勉強をしています。時
間があるときはスカットボ
ール！ 第４日曜日は健康体
操が中心で、ストレッチや、
曲に合わせての体操を行っ
ています。

　毎月１回、日曜日に、高
向地区の皆さんが集まり、
楽しくおしゃべりをしながら
お昼ご飯を食べています。
食事後は、参加者が持って
きた祭りのビデオやお笑い
のDVDなどを見ながら、
笑いいっぱいの会となって
います。

　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
内
に

あ
る
伊
勢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
は
月
〜

金
曜
日
の
開
所
で
し
た
が
、
４

月
１
日
か
ら
は
土
曜
日
も
開
所

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

土
曜
日
も
開
所
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ま
で
平
日
が
忙
し

く
て
お
越
し
い
た
だ
け
な
か
っ

た
人
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

伊
勢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
を
土
曜
日
も
開
所

対
象
施
設
・
団
体

・・
社
会
福
祉
法
第
２
条
第
２
項

お
よ
び
第
３
項（
第
13
号
を
除

く
）に
規
定
す
る
施
設

・・
更
正
保
護
事
業
法
に
規
定
す

る
更
正
保
護
法
人

・・
そ
の
他
、
社
会
福
祉
法
人
三

重
県
共
同
募
金
会
が
特
に
必
要

と
認
め
た
施
設
お
よ
び
団
体

対
象
事
業
・
配
分
額　

下
表
の

と
お
り

申
請　

５
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

に
、
伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
・
各
支
所
へ

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
法

人
三
重
県
共
同
募
金
会（
☎
０

５
９
・
２
２
６
・
２
６
０
５
）

共
同
募
金
配
分
金
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す

 【寄附をいただいた皆さま】
（敬称略、順不同）

 ありがとうございました
〔平成27年２月16日～３月15日〕

ラッキープラザ伊勢玉城店…
お菓子、小俣小学校児童会…
CD・DVD プレーヤー各１台、
吉田福祉基金…車いす３台、
匿名…５万円

社会福祉協議会市負担金〔平成27年度予算額〕　1億 309万1千円（運営・福祉ボランティア育成負担金）

共同募金配分金の対象事業・配分額　

申請区分 施設 障がい者
小規模作業所 団体 県域団体

工　　事 50万円 50万円 50万円 50万円

備　　品 30万円 30万円 30万円 30万円

その他の事業 30万円 15万円 30万円 50万円

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

は
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
が
よ
り

見
や
す
く
、
よ
り
使
い
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
、
デ

ザ
イ
ン
・
構
成
を
一
新
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ま
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
情
報
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ア
ド
レ
ス　

http://ise-shakyo.

jp/ 社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

に
興
味
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
一

度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
所
日
時　

月
〜
土
曜
日
、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
祝
日
・
年
末
年
始
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
休
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

伊
勢
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
☎
63
６

３
７
０
）

※
申
請
書
は
、
各
市
町
の
社
会

福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
三
重
県
共
同
募
金
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://m

iew
el.

or.jp/bokin/index.htm
l

）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
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ト ピ ア だ よ り
生涯学習センターいせトピア（☎㉑0900）

まな坊

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
27
年
度
〕

　

７
６
１
１
万
５
千
円

利
用
者
数
〔
平
成
26
年
度
〕

　

約
17
万
２
千
人

平
成
27
年
度
第
１
回

と
き　

５
月
31
日
㈰
、
午
後
２

時
〜
３
時
30
分（
開
場
は
午
後

１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目

的
ホ
ー
ル

内
容　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー「
こ
こ

だ
け
の
話
」
や
く
み
つ
る
さ
ん

（
漫
画
家
）、
間
賀
田
真
有
子
さ

ん（
司
会
者
）

※
手
話
通
訳
あ
り
。

定
員　

４
５
０
人（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

５
月
11
日
㈪（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項（
下
図
参

照
）
を
記
入
し
、
い
せ
ト
ピ
ア

へ※
１
枚
の
往
復
は
が
き
で
２
人

（
中
学
生
以
上
）ま
で
申
し
込
め

ま
す
。（
２
人
の
場
合
は
、
必

ず
２
人
の
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い〔
返
信
先
は
１
人
で
結

構
で
す
〕
）

※
１
人
１
枚
し
か
申
し
込
め
ま

せ
ん
。
複
数
の
申
し
込
み
が
あ

っ
た
場
合
は
無
効
と
し
ま
す
。

※
入
場
の
可
否
は
、
返
信
用
は

い
せ
ト
ピ
ア
公
開
講
座

往信用　表

〒516 － 8520

いせトピア
　公開講座係

何も記入しないで
ください。

返信用　裏

52

返信用　表

〒□□□－ □□□□

住　所
　氏　名　様

第１回いせトピア
公開講座

①住所
②氏名（ふりがな）
③電話番号

往信用　裏

52

やくみつるさん

が
き
で
お
知
ら
せ（
５
月
15
日

㈮
発
送
予
定
）
し
ま
す
。
は
が

き
が
届
か
な
い
場
合
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
返
信
用
は
が
き
が
入
場
券
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
締
め
切
り
後
、
座

席
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
、
５

月
19
日
㈫
・
午
前
８
時
30
分
か

ら
、
電
話
で
先
着
順
に
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。（
当
日

は
、
は
が
き
を
持
っ
て
い
る
人

か
ら
の
入
場
と
な
り
ま
す
）間賀田真有子さん

往
復
は
が
き
の
書
き
方

こちらの事業は、いせトピア
「まなびのパスポート」スタ
ンプの対象講座となります。
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ト ピ ア だ よ り
　

茶
道
表
千
家
の
久
和
会
は
、

代
表
者
が
内
田
勝
子
さ
ん
、
講

師
に
瀧
本
聰と

し

子こ

先
生
を
迎
え
、

毎
月
第
４
月
曜
日
の
午
後
７
〜

９
時
に
、
い
せ
ト
ピ
ア
・
２
階

和
室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
会

員
数
は
男
性
２
人
・
女
性
８
人

の
計
10
人
で
、
月
会
費
は
３
０

０
０
円（
お
菓
子
や
お
茶
の
材

料
費
を
含
む
）で
す
。

茶
道
・
久
和
会

（
い
せ
ト
ピ
ア
特
派
員　

岡
田　

満
）

　

「
ど
う
い
う
こ
と
を
主
眼
に

ご
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
」

と
い
う
質
問
に
、
瀧
本
先
生
は

「
茶
道
を
通
じ
て
日
本
の
礼
儀

や
行
儀
の
作
法
を
学
ん
で
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
日
々
の
生
活

の
中
で
日
本
の
四
季
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
や
っ
て
お
り
ま
す
」
と

静
か
な
口
調
で
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。
代
表
の
内
田
さ
ん
も
、

「
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

茶
道
を
や
っ
て
お
り
ま
す
と
、

床
の
間
に
生
け
て
あ
る
草
花
は

も
と
よ
り
、
こ
の
お
茶
わ
ん
や

あ
の
掛
け
軸
に
も
四
季
折
々
の

風
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
場
で
い
た
だ
く
お

菓
子
に
も
、
材
料
や
色
な
ど
に

季
節
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の

で
す
よ
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

久
和
会
に
参
加
し
て
１
年
目

の
田
口
さ
ん
は
、
き
っ
か
け
に

つ
い
て
「
高
校
・
大
学
と
茶
道

に
親
し
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

就
職
し
て
、
結
婚
・
子
育
て
の

間
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
や
っ
と
子
ど
も
の

手
が
離
れ
た
た
め
、
こ
う
し
て

再
び
始
め
た
ん
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
実
は
正
座

が
と
て
も
苦
手
な
の
で
す
が
、

一
生
懸
命
練
習
し
て
お
濃
茶
の

お
点
前
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
」
と
、
目
標
も
意
欲

的
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
年
目
の
松
井
さ
ん
が
参
加

し
た
き
っ
か
け
は
、「
高
校
１

年
生
で
海
外
留
学
を
し
た
際
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
人
か
ら

『
日
本
の
伝
統
的
な
こ
と
を
教

え
て
ほ
し
い
』
と
言
わ
れ
た
の

に
、
当
時
の
自
分
は
何
一
つ
答

え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
苦
い

経
験
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

社
会
人
に
な
っ
て
、
た
ま
た
ま

茶
道
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
学

生
時
代
の
件
も
あ
っ
て
『
茶
道

を
も
っ
と
深
く
知
り
た
い
！
』

と
思
い
、こ
こ
に
入
り
ま
し
た
」

と
の
こ
と
で
、「
着
物
を
着
る

こ
と
な
ど
、
昔
か
ら
伝
わ
っ
て

い
る
日
本
の
良
さ
を
自
分
の
口

か
ら
子
や
孫
に
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
年
目
に
な
る
結
城

さ
ん
は
「
茶
道
を
し
て
い
て
感

じ
る
こ
と
は
、
ま
ず
は
あ
い
さ

つ
を
す
る
こ
と
に
始
ま
り
、
そ

こ
か
ら
、
今
ま
で
あ
ま
り
気
に

も
し
て
い
な
か
っ
た
『
ふ
す
ま

の
開
け
閉
め
』
や
『
扇
子
の
使

い
方
』
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
所

作
を
き
ち
ん
と
学
ぶ
と
、
と
て

四
季
を
感
じ
て
、
日
本
を
知
る

も
す
が
す
が
し
く

て
気
持
ち
が
良
い

と
い
う
こ
と
で

す
」
と
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。「
生

活
で
大
き
く
変
わ

っ
た
こ
と
は
？
」

と
い
う
問
い
に

は
、「
自
然
と
日

本
の
伝
統
的
な
も

の
に
関
心
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
京

都
を
訪
れ
た
時
に

器
の
展
示
会
を
見

に
行
っ
た
り
、
ま

た
、
晩
秋
の
紅
葉
を
見
に
行
っ

た
り
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し

た
」
と
自
分
自
身
へ
の
驚
き
を

込
め
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

仕
事
帰
り
の
気
楽
な
格
好
で

参
加
で
き
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

久
和
会
は
、会
員
募
集
中
で
す
。

初
め
て
の
人
で
も
姿
勢
を
正
し

て
、
心
静
か
に
い
た
だ
く
一
服

の
お
茶
は
、体
を
優
し
く
温
め
、

し
ば
し
癒
や
し
の
ひ
と
と
き
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
興
味
を
持
っ
た
人
は
、
い

せ
ト
ピ
ア
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
全
て
平
成
27
年
度
分
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

下
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

春
の
行
楽
弁
当

参
加
費　

５
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

マ
ス
ク
、
米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

各
開
催
日
の
３
日

前
の
正
午
ま
で（
閉
庁
日
の
場

合
は
、
そ
の
前
開
庁
日
）
に
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘルスメイト料理講習会

とき ところ 定員
（先着順）

５月 12日㈫ 小俣保健センター
各 30人

５月 15日㈮ ハートプラザみその

５月 16日㈯ 福祉健康センター
各 25人

５月 21日㈭ 福祉健康センター

５月 24日㈰ 西コミュニティセンター 　 20 人
※いずれも時間は、午前 9時 30分～午後 1時です。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

予
算
額　
33
万
円（
60
回
分
）

　

市
が
実
施
す
る
乳
が
ん
検
診

は
、
医
療
機
関
で
の
検
診
と
集

団
バ
ス
で
の
検
診
の
２
通
り
あ

り
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
の
検
診
は
、
40

〜
69
歳
の
人
を
対
象
に
、
７
月

〜
平
成
28
年
１
月
に
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
２
カ
月
間
、
期

間
を
延
長
し
ま
し
た
。
詳
し
く

は
、「
広
報
い
せ
」
７
月
１
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

集
団
バ
ス
検
診
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お

り 乳
が
ん
集
団
検
診

（
７
〜
12
月
分
）

対
象　

検
診
日
当
日
に
市
内
に

住
所
を
有
す
る
30
歳
以
上
の
人

※
受
診
で
き
る
の
は
１
年
度
に

つ
き
１
回
の
み
で
す
。

検
診
内
容　

乳
が
ん
検
診(

マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ) 

定
員　

各
日
午
前
45
人
・
午
後

50
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

料
金　

１
３
０
０
円（
70
歳
以

上
の
人
は
無
料
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康

手
帳（
持
っ
て
い
る
人
）、
乳
が

ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券（
持
っ
て

い
る
人
）

申
し
込
み　

５
月
20
日
㈬（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が

き
・
FAX
で
健
康
課（
〒
516

－

0076

八
日
市
場
町
13

－

１
）
へ
、
ま

た
は
健
康
課
・
各
総
合
支
所
生

活
福
祉
課
へ
来
所

※
受
診
の
可
否
は
、
６
月
中
に

送
付
し
ま
す
。

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、妊
娠
中
・

妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人
、
母

乳
が
少
し
で
も
出
て
い
る
人

は
、受
診
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
28
年
１
〜
３
月
に
乳
が

ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、「
広

報
い
せ
」
10
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

乳がん検診
とき ところ

 ７月  ６日㈪ 中央保健センター

 ８月 11日㈫ ハートプラザみその

 ９月  ８日㈫ 小俣保健センター

10月 26日㈪ 中央保健センター

11月 16日㈪ 中央保健センター

12月 14日㈪ 中央保健センター

12月 18日㈮ 二見老人福祉センター

受付時間　午前の部…10:00 ～ 11:00
　　　　　午後の部…13:00 ～ 14:30
※９月８日と12月18日は、午前のみ託児
　が利用できます。申込時に「託児希望」
　と記入してください。

乳がん集団検診申し込み
①検診日時

　第１希望　■月■日・午前

　第２希望　■月■日・午後

　第３希望　■月■日・午後

②住所　　　岩渕■丁目■－■

③氏名　　　伊勢　花子

④生年月日　昭和■■年■月■日

⑤昼間の連絡先　090- ■■■■ -■■■■

※午前・午後も必ず記入してください。

はがき・ファクスの記入事項（見本）
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市
で
は
、
皆
さ
ん
が
効
果
を

実
感
し
、
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
よ
る
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
市
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
の
運
動
効
果
の
検
証
を
皇

學
館
大
学
と
共
同
で
進
め
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
検
証
を
行
っ
た
コ

ー
ス
を
活
用
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

し
ま
す
。「
み
ん
な
笑
顔 

伊
勢

の
元
気
人
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、
楽
し
く
歩
き
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
習
慣
化
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

と
き
・
集
合
場
所　

下
表
の
と

お
り

対
象　

ス
マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
初
め
て
参
加
す
る
市
内
在

住
の
人
で
、
全
日
程
に
参
加
で

き
る
人

内
容　

市
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

歩
き
方
の
講
習（
所
要
時
間
は

２
時
間
〜
２
時
間
30
分
程
度
）

※
雨
天
時
は
、
第
１
回
・
第
６

回
は
室
内
運
動
に
変
更
、
第
２

健
康
文
化
都
市
推
進
事
業

ス
マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

〜
５
回
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

講
師　

小
木
曽
一
之
さ
ん（
皇

學
館
大
学
教
育
学
部
教
授
）

※
皇
學
館
大
学
生
も
一
緒
に
歩

き
ま
す
。

定
員　

60
人
程
度（
先
着
順
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

歩
数
計（
持
っ
て
い
る
人
）、
傷

害
保
険
料
60
円（
６
回
分
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

スマイルウォーキング
とき 集合場所

第１回   5月29日㈮、9:00～ ハートプラザみその

第２回   6月12日㈮、8:00～ 皇學館大学

第３回   9月25日㈮、8:00～ 小俣総合体育館

第４回 10月30日㈮、9:30～ 民話の駅 蘇民
第５回 11月27日㈮、9:30～ 皇學館大学

第６回 12月25日㈮、9:00～ 中央保健センター

※第２～５回は、集合場所まで中央保健センター発着の送迎バスを利用
　できます。詳しくは、第１回目にお知らせします。

種
類
・
対
象
年
齢　

下
表
の
と

お
り

※
接
種
日
に
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
が
対
象
で
す
。

実
施
場
所　

県
内
の
実
施
医
療

機
関

接
種
費
用　

無
料

持
ち
物　

予
診
票
、
母
子
健
康

手
帳
、
健
康
保
険
証

申
し
込
み　

事
前
に
電
話
な
ど

で
医
療
機
関
へ（
要
予
約
）

※
母
子
健
康
手
帳
の
提
示
が
な

い
場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
が
配
布
し
た
冊
子
「
予
防

接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
な
ど

を
よ
く
読
み
、
予
防
接
種
の
必

要
性
・
注
意
点
・
副
反
応
な
ど

に
つ
い
て
理
解
し
て
か
ら
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
が

な
い
場
合
は
、
健
康
課
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

※
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要

と
す
る
な
ど
の
特
別
な
事
情
が

あ
り
、
定
期
予
防
接
種
を
接
種

で
き
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

人
に
は
、
無
料
接
種
の
機
会
が

定
期
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
健
康
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

定期予防接種の種類と対象年齢
対象年齢

ヒブ、小児用肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満

四種混合
（三種混合〔DPT〕＋不活化ポリオ）

（１期）生後３カ月～90カ月未満
※三種混合（DPT）と不活化ポリオを別々に接種する場合もありま
　す。

BCG １歳未満（接種が望ましい年齢は生後５カ月～８カ月）

水痘（水ぼうそう） １歳～３歳未満

麻しん風しん（MR）
（１期）１歳～２歳未満

（２期）小学校就学前の１年間にある人
         （平成 21年４月２日～平成22年４月１日生まれ）

日本脳炎

（１期）生後６カ月～90カ月未満（接種が望ましい年齢は３歳～４歳）
（２期）９歳～13歳未満
※平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの人は、１期・２期と
　もに20歳未満まで未接種分が接種可能です。
※平成19年４月２日～平成21年10月１日生まれの人は、１期未接
　種分を２期の年齢で接種可能です。

二種混合（DT） （２期）11歳～13歳未満

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防）

小学６年生～高校１年生相当（平成11年４月２日～平成16年４月
１日生まれ）の女子（接種が望ましい年齢は中学１年生相当）
※現在、副反応について国が調査中のため、積極的に接種するよ
　うに勧めることは見合わせています。
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音
楽
は
記
憶
と
結
び
付
い
て

い
ま
す
。

　

な
じ
み
の
音
楽
を
聴
い
た

り
、
歌
っ
た
り
、
演
奏
す
る
活

動
を
通
し
て
、
楽
し
く
脳
を
使

い
、
認
知
症
を
寄
せ
付
け
な
い

生
活
習
慣
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き　

５
月
11
日
㈪
・
６
月
１

日
㈪
、
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

小
俣
図
書
館
・
２
階

ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
、
両
日
参
加
で
き
る
人

内
容　

認
知
症
予
防
に
関
す
る

講
話
、
音
楽
療
法
士
に
よ
る
音

楽
療
法

定
員　

50
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

脳
い
き
い
き
音
楽
講
座

　

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど

の
感
染
症
を
予
防
し
、
重
症
化

を
防
ぐ
た
め
、
高
齢
者
を
対
象

に
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象　

接
種
日
に
市
内
に
住
所

を
有
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
平
成
27
年
度
中
に
65
・
70
・

75
・
80
・
85
・
90
・
95
・
１
０

０
歳
に
な
る
人

②
60
〜
64
歳
で
、心
臓
、腎
臓
、

呼
吸
器
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）に
よ
る
免
疫
機

能
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

程
度
の
障
害
が
あ
る
人

※
①
の
人
に
は
、
３
月
下
旬
に

接
種
券
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
直
接

実
施
医
療
機
関
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
②
の
人
で

接
種
を
希
望
す
る
人
や
、
転
入

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

定
期
予
防
接
種

し
た
人
な
ど
で
接
種
券
が
届
い

て
い
な
い
人
は
、
接
種
券
を
発

行
し
ま
す
の
で
健
康
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
接
種
す
る
人
が
対
象

で
す
。
通
知
が
届
い
て
も
、
す

で
に
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ

（
23
価
肺
炎
球
菌
莢
膜
ポ
リ
サ

ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
）
の
接

種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は

接
種
券
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

接
種
期
間　

平
成
28
年
３
月
31

日
㈭
ま
で

接
種
回
数　

１
回

実
施
場
所　

県
内
の
実
施
医
療

機
関

費
用　

３
０
０
０
円

持
ち
物　

接
種
券
・
健
康
保
険

証
・
健
康
手
帳（
持
っ
て
い
る

人
）

※
予
診
票
は
、
医
療
機
関
で
接

種
券
と
引
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

※
伊
勢
市
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

助
成
金
を
受
け
た
人
に
は
、
接

種
券
は
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要

と
す
る
な
ど
の
特
別
な
事
情
が

あ
り
、
接
種
対
象
年
齢
の
と
き

に
接
種
で
き
な
か
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
人
は
、
申
請
を
し
て
い

た
だ
く
と
定
期
と
し
て
接
種
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
者
で
生
活
保
護
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
事
前
申
請
に

よ
り
無
料
に
な
り
ま
す
。
接
種

す
る
１
週
間
程
度
前
ま
で
に
、

印
鑑
を
持
参
し
、
健
康
課
・
生

活
支
援
課
・
各
総
合
支
所
生
活

福
祉
課
・
各
支
所
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成
28
〜
30
年
度
は
、
各
年

度
に
65
・
70
・
75
・
80
・
85
・

90
・
95
・
１
０
０
歳
と
な
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

平
成
31
年
度
以
降
は
、
国
に
お

い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
ま

す
。

※
接
種
に
当
た
っ
て
は
、
医
療

機
関
に
置
い
て
あ
る
説
明
書
を

よ
く
読
み
、
理
解
し
た
上
で
、

接
種
を
受
け
る
本
人
の
意
思
に

よ
り
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

脳
も
体
と
同
様
、
使
え
ば
使

う
ほ
ど
活
性
化
し
、
使
わ
な
け

れ
ば
老
化
を
早
め
て
機
能
が
低

下
し
ま
す
。
認
知
症
の
予
防
に

は
、
適
度
な
運
動
、
趣
味
、
芸

術
、
生
き
が
い
活
動
、
交
友
な

ど
、
脳
を
よ
く
使
う
生
活
習
慣

を
持
つ
こ
と
が
効
果
的
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
る
と
、

脳
が
活
性
化
す
る
と
も
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
脳
の
イ
キ

イ
キ
チ
ェ
ッ
ク
、
脳
を
活
性
化

さ
せ
る
楽
し
い
体
験
と
と
も
に
、

認
知
症
を
寄
せ
付
け
な
い
生
活

習
慣
の
秘
訣
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　

５
月
18
日
㈪
・
25
日
㈪
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
、
両
日
参
加
で
き
る
人

講
師　

健
康
課
保
健
師

定
員　

30
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

脳
を
イ
キ
イ
キ
と
使
う
生
活
習
慣

が
認
知
症
を
寄
せ
付
け
に
く
く
す

る
！

脳
活
性
化
教
室

〜
な
る
ほ
ど
！

　

凝
縮
の
２
日
間
コ
ー
ス
〜

初
参
加
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

持
ち
物　

眼
鏡（
必
要
な
人
）

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈮
・
午

前
８
時
30
分
か
ら
、
電
話
ま
た

は
FAX
で
健
康
課
へ

※
６
月
に
は
65
〜
74
歳
の
人
を

対
象
に
「
な
る
ほ
ど
！
じ
っ
く

り
体
験
コ
ー
ス（
全
10
回
）
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

初
参
加
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈮
・
午

前
８
時
30
分
か
ら
、
電
話
ま
た

は
FAX
で
健
康
課
へ



33　　広報いせ ●平成27年５月１日号

■左表の時間・診療科目以外の診察を受けたい場合は、
　次へ問い合わせてください。
　・・救急医療情報センター
　　（☎㉘ 1199、☎ 0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　・・医療ネットみえのホームページ
　　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■みえ子ども医療ダイヤルでは、医療関係者が子どもの
　急な病気や事故・薬に関する電話相談を受けています。
　相談時間　毎日、19:30 ～ 翌日 8:00
　電話番号　☎＃ 8000、☎ 059-232-9955

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1 億 2,059 万円（うち診療所収入・他町分担金 9,531 万 2千円）

内科・小児科（☎㉕8795）、歯科（☎㉗0829）
診療科目 診療日時 備考

内科・
小児科

月～土曜日 19:30～22:00 内科医１人体制

日曜日・祝日

10:00～12:00 小児科は５月24日・
31日は休診13:00～17:00

19:30～22:00 ―

歯科 日曜日・祝日
10:00～12:00

―
13:00～17:00

※小児科の休診日に受診を希望するときは、救急医療情報センター（右表
　参照）へ問い合わせてください。また、夜まで待てるときは、夜間応急
　診療を受診してください。

主な相談など

予算額　子育て相談（83回分）98万 9千円、成人健康相談・栄養相談（96回分）92万 1千円

とき ところ とき ところ

①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

５月  ８日㈮ 10:00 ～ 11:30 宮本地区コミュニティセンター ５月 14 日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

５月 12 日㈫
 ９:30～ 11:00

中央保健センター
５月 21 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

13:30 ～ 15:00 ５月 27 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

５月 19 日㈫
 ９:30～ 11:00

ハートプラザみその
③エイズ検査

13:30 ～ 15:00 毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健所
（県伊勢庁舎内）５月 22 日㈮ 10:00～ 11:30 大湊地区コミュニティセンター 第2火曜日 17:30 ～ 19:00

５月 26 日㈫
 ９:30～ 11:00

小俣保健センター
④こころの健康相談（要予約）

13:30 ～ 15:00
 ５月 21日㈭ 13:00 ～ 15:00

伊勢保健所
（県伊勢庁舎内）

対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人
問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③伊勢保健所（☎㉗ 5137）、④伊勢保健所（☎㉗ 5148）

と
き　

５
月
29
日
㈮
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
６
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈮
か

ら
、
電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課

へ 離
乳
食
教
室

予
算
額　
約
35
万
５
千
円（
16
回
分
）

と
き　

５
月
16
日
㈯
、
午
前
９

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

初
妊
婦
と
夫

内
容　

２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を
迎

え
る
た
め
に（
沐
浴
実
習
、
妊

婦
模
擬
体
験
、
保
健
師
の
お
話

な
ど
）

定
員　

30
人
程
度(

先
着
順)

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

（
沐
浴
体
験
）

予
算
額　
15
万
２
千
円（
５
回
分
）

　「広報いせ」４月１日号で、平成27年４
月から毎月第２・第４・第５日曜日の昼間

の小児科診療を休診するとお知らせしまし

たが、平成27年６月からは、第２・第５
日曜日の昼間の小児科診療を再開します。

　休診日は、毎月第４日曜日の昼間のみと

なりますので、ご注意ください。

　なお、平成27年
５月は、第４・第

５日曜日の昼間の

小児科診療が休診

となります。

休日・夜間応急診療所
小児科休診日の変更



職種
　1事務職（一般枠）
　2事務職（経験者枠）
採用予定人数　12合わせて２人程度
受験資格
　1一般枠…昭和61年４月２日～平成８年４月１
　　日生まれで、最終学歴が高等学校卒業以上の人

　2経験者枠…次の要件のいずれかを満たす人
　　・　　・病院に５年以上勤務し、かつ診療情報管

　　　理士の資格を持つ人

　　・　　・病院に５年以上勤務し、かつ医療経営士

　　　２級以上の資格を持つ人

　　・　　・200床以上の病院に10年以上事務職とし
　　　て勤務した経験を持つ人

　　※病院とは、20床以上の入院施設を持つ医
　　　療機関とします。

　　※12とも、地方公務員法の欠格条項に該
　　　当しないこと。また、日本国籍を有しな

　　　い人は、永住権または特別永住者の在留

　　　資格を有すること。

採用予定日　平成28年４月１日
申し込み　５月11日㈪～29日㈮（必着）に、受験
　　　　　者本人が直接または郵送で経営企画

　　　　　課（〒516-0014楠部町3038）へ
試験日　・・第１次試験（筆記試験）…６月28日㈰
　　　　・　　　　・第２次試験以降…１次試験合格者に

　　　　　通知

□ ■ □ 事務職 □ ■ □

伊勢総合病院経営企画課（☎639053）

伊勢総合病院では、次のとおり事務職員および薬剤師を募集します。

職種
　1薬剤師（平成28年４月採用）
　2薬剤師（平成27年度随時採用）
採用予定人数　12合わせて２人程度
受験資格　次の要件を全て満たす人
　・　・宿日直勤務ができる

　・　・1は薬剤師免許を有するまたは平成28年３
　　月に免許取得見込みである、2は薬剤師免
　　許を有する

　・　・地方公務員法の欠格条項に該当しない

　※日本国籍を有しない人は、永住権または特

　　別永住者の在留資格を有すること。

採用予定日
　1平成28年４月１日（免許未取得の人は免許取
　得後）

　2平成27年度中（勤務開始日は相談の上決定）
申し込み　５月11日㈪～22日㈮（必着）に、受験
　　　　　者本人が直接または郵送で経営企画

　　　　　課（〒516-0014楠部町3038）へ
※試験日は、申込者に通知します。

※院内保育所など、子育てを支援する制度があ

　ります。

□ ■ □ 薬剤師 □ ■ □

※詳しくは、募集要項をご覧ください。

※募集要項・受験申込書は経営企画課にあります。また、伊勢総合病院のホームページ（http://hospital.city.
　ise.mie.jp/）に掲載しています。

伊勢総合病院の職員を募集
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次
の
と
お
り
、
高
校
生
・
高

等
専
門
学
校
生
・
大
学
生（
短

期
大
学
生
を
含
む
）
を
対
象
に

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

・・
生
活
保
護
受
給
世
帯
ま
た
は

市
民
税
所
得
割
額
非
課
税
世
帯

で
あ
る

・・
市
内
在
住
者
の
子
弟
で
あ
る

・・
大
学（
短
期
大
学
を
含
む
）・

高
等
専
門
学
校
・
高
等
学
校
に

在
学
し
て
い
る

・・
学
業
が
優
良
で
、
学
資
に
乏

し
い

支
給
額　

下
表
の
と
お
り

支
給
期
間　

１
年
間（
当
該
年

度
の
み
）

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈪
〜
15

日
㈪
に
、
申
請
書
・
必
要
書
類
・

作
文
を
、
同
課（
小
俣
総
合
支

所
・
２
階
）
ま
た
は
市
役
所
東

庁
舎
・
２
階
教
育
委
員
会
窓
口

へ選
考
方
法　

選
考
委
員
の
会
議

で
選
考

※
募
集
要
項
・
申
請
書
は
、
同

課
・
各
総
合
支
所
・
各
支
所
・

教
育
委
員
会
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕　

５
９
６

万
６
千
円（
う
ち
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
２
４
０
万
円
）

伊
勢
市
育
英
基
金
に
ご
協
力
を

　

伊
勢
市
育
英
基
金
は
、
伊
勢

市
奨
学
金
制
度
の
大
学
生
・
高

等
専
門
学
校
生
へ
の
奨
学
金
支

給
の
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
制
度
は
今
年
度
で
49

年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
奨
学
生

の
増
加
と
寄
附
の
減
少
に
伴
い

年
々
減
少
し
、
間
も
な
く
底
を

突
い
て
し
ま
い
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
学
生
に
奨
学
金
を
支

給
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
基
金
へ

の
ご
寄
附
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

伊勢市奨学金支給額
対象 支給額（返済不要）

①高等学校
②高等専門学校
　（1～ 3年生）

公立 年額 66,000 円（月額 5,500 円）

私立 年額 72,000 円（月額 6,000 円）

③高等専門学校
　（4～ 5年生）
④大学

県内 年額 96,000 円（月額 8,000 円）

県外 年額 120,000 円（月額 10,000 円）

※③④については、伊勢市育英基金を原資としていますので、合わせ
　て 20人程度とします。

　

教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
、
経
験
や
特
技
・
技
能
を
生

か
し
て
、市
内
の
幼
稚
園
や
小
・

中
学
校
で
教
育
活
動
を
支
援
し

て
い
た
だ
く
人
で
す
。
昨
年
度

は
、
１
３
７
人
が
登
録
し
、
学

習
支
援
、
心
の
支
援
、
図
書
館

支
援
、
日
本
語
指
導
な
ど
で
活

躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伊
勢
市
で
は
、今
年
度
も「
教

育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
地
域
人
材
や

教
職
経
験
者
、
教
員
免
許
保
有

者
、
教
員
志
望
の
学
生
を
求
め

て
い
ま
す
。

申
し
込
み　

申
込
書
を
同
課

（
小
俣
総
合
支
所
・
２
階
）へ

※
申
込
書
は
同
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
課（
☎
22
７
８
８
１
）

教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集

あ
な
た
の
力
を
幼
稚
園
・
学

校
に
！

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕　

６
０
１

万
円

募 

集
情
報
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

学
校
教
育
課（
☎
22
７
８
７
９
）

伊
勢
市
奨
学
金

奨
学
生
を
募
集

広
告
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三
重
県
国
体
準
備
課
内
・
第
76

回
国
民
体
育
大
会
三
重
県
準
備

委
員
会
事
務
局

（
☎
０
５
９
・
２
２
４
・
２
９
９
８
）

第
76
回
国
民
体
育
大
会

愛
称
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

募
集

　

平
成
33
年
に
三
重
県
で
開
催

さ
れ
る
第
76
回
国
民
体
育
大
会

（
国
体
）の
開
催
機
運
を
盛
り
上

げ
て
い
く
た
め
、
県
民
に
幅
広

く
愛
さ
れ
、
三
重
の
魅
力
を
県

内
外
に
発
信
で
き
る
よ
う
な
、

国
体
の
「
愛
称
」
と
「
ス
ロ
ー

ガ
ン
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
作
品

①
愛
称
…
親
し
み
や
す
く
呼
び

や
す
い
、
三
重
県
ら
し
さ
あ
ふ

れ
る
言
葉
で
表
現
し
た
国
体
の

名
前

②
ス
ロ
ー
ガ
ン
…
三
重
県
で
開

催
さ
れ
る
国
体
の
趣
旨
や
目

的
、
国
体
に
向
け
た
思
い
を
印

象
付
け
る
言
葉

応
募
方
法　

５
月
29
日
㈮（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が

き
・
フ
ァ
ク
ス
で
同
事
務
局
愛

称
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集
係（
〒

514
－

8570
津
市
広
明
町
13
、
FAX
０

５
９
・
２
２
４
・
３
０
２
２
）へ
、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
三
重

県　

国
体
愛
称
」
で
検
索
）
か

ら
同
係
へ

※
応
募
作
品
の
中
か
ら
、「
愛

称
」「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
そ
れ
ぞ
れ

の
最
優
秀
賞
１
点
と
優
秀
賞
３

点
を
選
定
し
ま
す
。
最
優
秀
賞

に
は
５
万
円
、
優
秀
賞
に
は
１

万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

市
指
定
ご
み
袋
に
広
告
を
掲

載
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

掲
載
期
間　

10
月
〜
平
成
28
年

３
月

※
お
お
よ
そ
の
掲
載
時
期
で
あ

り
、
店
頭
で
販
売
さ
れ
る
期
間

を
確
約
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

掲
載
位
置　

市
指
定
ご
み
袋

（
大
袋
・
中
袋
・
小
袋
）の
表
面

中
段（
下
図
参
照
）

※
包
装
用
外
装
に
は
掲
載
さ
れ

ま
せ
ん
。

広
告
の
大
き
さ
・
広
告
料
・
印

刷
予
定
枚
数　

下
表
の
と
お
り

募
集
枠
数　

そ
れ
ぞ
れ
の
大
き

清
掃
課（
☎
37
１
４
４
３
）

市
指
定
ご
み
袋
へ
の

広
告
掲
載
事
業
者
を
募
集

さ
の
袋
に
２
枠
ず
つ

申
し
込
み　

５
月
18
日
㈪
ま
で

に
、
申
込
書
を
同
課
へ

ご
み
袋
製
作
費〔
平
成
27
年
度
予

算
額
〕　

７
９
２
７
万
円（
う
ち
売

払
収
入
７
９
２
２
万
８
千
円
、
広

告
収
入
64
万
円
）

市指定ごみ袋の広告

大袋 中袋 小袋

広告の大きさ
縦120㎜
×

横180㎜

縦100㎜
×

横150㎜

縦80㎜
×

横120㎜

広告料 10万円 ４万円 ２万円

印刷予定枚数 260万枚 70万枚 30万枚

　

伊
勢
図
書
館
・
小
俣
図
書
館

で
は
現
在
、
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て

い
た
だ
い
た
企
業
・
商
店
・
団

体
な
ど（
個
人
を
除
く
）は
、
雑

誌
を
提
供
し
て
い
る
１
年
間
、

雑
誌
カ
バ
ー
と
雑
誌
棚
に
広
告

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

随
時

費
用　

年
間
約
２
５
０
０
円
〜

３
万
６
０
０
０
円（
雑
誌
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）

申
し
込
み　

申
請
書
と
広
告
案

を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
で
同
課（
〒
519

－

0592
小
俣

町
元
町
５
４
０
、
FAX
㉓
８
６
４

１
）へ

※
申
請
書
・
対
象
雑
誌
な
ど
詳

し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

社
会
教
育
課（
☎
22
７
８
８
６
）

伊
勢
図
書
館
・
小
俣
図
書
館

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集

掲載イメージ

広
告

情報コーナー
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対
象　

18
〜
68
歳
の
健
康
な
人

（
高
校
生
を
除
く
）で
、
養
成
講

座
を
受
講
し
、
半
日
単
位
で
月

４
回
以
上
の
活
動
が
で
き
る
人

※
養
成
講
座
は
、６
月
６
日
㈯
・

13
日
㈯
の
講
習
と
、
数
回
の
実

習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　

来
館
者
の
対
応
、

団
体
鑑
賞
者
の
案
内
、
身
体
障

が
い
者
の
案
内
・
介
助
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
の
配
布
準
備
作
業
、

会
員
相
互
の
研
修
、
文
献
資
料

の
整
備
、
展
覧
会
準
備
作
業
の

補
助
な
ど

募
集
人
数　

20
人
程
度

申
し
込
み　

５
月
31
日
㈰（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

三
重
県
立
美
術
館

（
☎
０
５
９
・
２
２
７
・
２
１
０
０
）

「
欅け

や
き

の
会
」
会
員
を
募
集

県
立
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
県
立
美
術

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
欅
の
会
」

（
〒
514

－

0007
津
市
大
谷
町
11
）へ

試
験
・
講
座

と
き　

７
月
２
日
〜
平
成
28
年

３
月
10
日
の
期
間
中
の
木
曜
日

（
計
21
回
）、
午
後
３
時
〜
４
時

30
分（
一
部
の
講
義
は
午
後
５

時
ま
で
）

※
開
催
日
時
に
つ
い
て
は
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人
で
、
手

話
の
学
習
経
験
が
な
く
、
今
年

度
の
入
門
編
お
よ
び
次
年
度
の

基
礎
編
そ
れ
ぞ
れ
の
７
割
以
上

を
受
講
で
き
る
人

※
次
年
度
の
基
礎
編
は
、
平
成

28
年
４
月
〜
平
成
29
年
３
月

に
、
入
門
編
と
同
様
の
時
間
設

定
で
開
講
す
る
予
定
で
す
。

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
５
５
５
８
、FAX
20
８
５
５
５
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
編
）

定
員　

40
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈮
〜
29

日
㈮
に
、
申
込
用
紙
を
同
課
へ

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
別

途
教
材
費
３
２
４
０
円
が
必
要

で
す
。

※
募
集
要
項
・
申
込
用
紙
は
同

課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕　

12
万
２

８
２
０
円（
う
ち
国
・
県
補
助
金

収
入
９
万
２
１
１
５
円
）

催
し
物

　

体
力
の
維
持
・
向
上
や
運
動

を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の

た
め
、
楽
し
く
参
加
で
き
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

５
月
10
日
㈰
、
午
前
９

時
30
分
〜（
受
け
付
け
は
午
前

９
時
〜
）

集
合
場
所　

小
俣
総
合
支
所

ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
22
７
８
９
５
）

市
民
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

内
容　
「
小
俣
総
合
支
所

－

磯

神
社（
磯
の
つ
つ
じ
を
楽
し
も

う
）
」
コ
ー
ス（
約
６
㎞)

の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
費　

１
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
な

ど問
い
合
わ
せ
先　

伊
勢
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
奥
田
さ

ん（
☎
０
９
０
・
７
６
９
６
・

２
８
６
２
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
荒
天
の
場
合
、
午
前
７
時
に

開
催
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、

大
人
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

全
５
回
参
加
者
に
は
完
歩
賞
が

あ
り
ま
す
。

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕　

30
万
円

（
５
回
分
）
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と
き　

６
月
27
日
㈯
、
午
前
10

時
〜

と
こ
ろ　

県
営
サ
ン
ア
リ
ー

ナ
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

対
象　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人
と
付
き
添
い
の
人

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈪
ま
で

に
同
課
へ

※
市
内
の
障
が
い
者
団
体
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
必
ず
団
体

を
通
じ
て
伊
勢
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
５
５
５
８
、FAX
20
８
５
５
５
）

伊
勢
市
制
施
行
10
周
年
記
念

障
が
い
者
体
育
祭

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕　

45
万
円

（
う
ち
国
・
県
補
助
金
33
万
７
５

０
０
円
）

種
目　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
き　

５
月
14
日
〜
７
月
30
日

の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
30

分
〜
９
時
30
分（
計
12
回
）

と
こ
ろ　

上
野
小
学
校
・
体
育

館 ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
22
７
８
９
５
）

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
も
う
！

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕　

23
万
６

千
円（
後
期
分
を
含
む
）

　

地
場
産
品
が
一
堂
に
集
ま

り
、
60
ブ
ー
ス
以
上
の
出
店
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。

と
き　

５
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
荒
天

の
場
合
は
中
止
）

と
こ
ろ　

外
宮
前
バ
ス
停
横
広

場 公
益
社
団
法
人
伊
勢
市
観
光
協

会
内
・
伊
勢
楽
市
実
行
委
員
会

事
務
局（
☎
28
３
７
０
５
）

春
の
伊
勢
楽
市

　

宮
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
て
い
る
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ

生
息
地
の
ミ
チ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

（
保
全
措
置
）に
つ
い
て
、
簡
単

な
説
明
を
聞
き
、
ヒ
ヌ
マ
イ
ト

ト
ン
ボ
を
観
察
し
ま
す
。

と
き　

６
月
27
日
㈯
、
午
前 

10
時
〜
午
後
０
時
15
分（
小
雨

決
行
）

三
重
県
環
境
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
・
３
２
９
・
２
０
０
０
）

ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ

観
察
会

と
こ
ろ　

宮
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
大
湊
町
１
１
２
６
）

内
容　

ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
の

生
態
に
関
す
る
解
説
、
ヒ
ヌ
マ

イ
ト
ト
ン
ボ
の
観
察

講
師　

渡
辺
守
さ
ん（
筑
波
大

学
大
学
院
生
命
環
境
科
学
研
究

科
教
授
）

定
員　

30
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

筆
記
用
具
、
雨
具

※
帽
子
・
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・

運
動
靴
を
着
用
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み　

５
月
27
日
㈬
ま
で

に
、
講
座
名
・
氏
名
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
携
帯

電
話
番
号（
中
止
の
場
合
の
連

絡
用
）・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
三
重
県
環
境
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー（
〒
512

－

1211
四
日
市
市
桜

町
３
６
８
４

－

11
、FAX
０
５
９
・

３
２
９
・
２
９
０
９
、
ア
ド
レ

スinfo@
eco-m

ie.com

）へ

講
師　

上
野
学
区
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員

参
加
費　

１
回
１
０
０
円（
保

険
代
を
含
む
、
当
日
持
参
）

※
市
内
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
無
料
。

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
学
校
行
事
な
ど
で
開
催
日
を

変
更
す
る
場
合
や
、
天
候
な
ど

に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
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平
成
21
年
６
月
か
ら
紀
伊
半

島
に
あ
る
社
寺
を
回
っ
て
作
品

を
制
作
す
る
「
書
巡
礼
」
を
始

め
た
柏
木
白
光
さ
ん（
大
分
県

出
身
の
女
流
書
家
）。

　

墨
や
岩
絵
の
具
を
使
い
、
自

然
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
詩
と
絵
で
表
現
す
る
柏

木
さ
ん
の
「
墨
ア
ー
ト
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
２
日
㈯
〜
７
日

㈭
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館
・
大

会
議
室

観
光
文
化
会
館（
☎
28
５
１
０
５
）

伊
勢
か
ら
熊
野
へ

書
巡
礼
「
天
と
地
」

柏
木
白び

ゃ
っ
こ
う光
書
道
展

お
知
ら
せ

　

収
入
が
少
な
く
、
生
活
が
著

し
く
困
難
な
国
民
健
康
保
険
加

入
者
は
、
医
療
機
関
な
ど
で
一

部
負
担
金
の
支
払
い
を
免
除
ま

た
は
徴
収
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
た

め
に
は
、
事
前
に
申
請
が
必
要

で
す
。

■
免
除

要
件　

入
院
療
養
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
加
入
者
が
い
る
世

帯
で
、
世
帯
主
の
収
入
が
生
活

保
護
基
準
額
以
下
、
か
つ
預
貯

金
が
生
活
保
護
基
準
額
の
３
カ

月
分
以
内

免
除
期
間　

３
カ
月
以
内

■
徴
収
猶
予

要
件　

国
民
健
康
保
険
加
入
者

を
含
む
世
帯
の
収
入
合
計
が
生

活
保
護
基
準
額
の
1.3
倍
以
下

猶
予
期
間　

６
カ
月
以
内

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者

医
療
機
関
で
の

支
払
い
免
除
・
徴
収
猶
予
　

国
民
健
康
保
険
は
、
自
営
業

の
人
や
会
社
を
退
職
し
た
人
な

ど
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
人
の
た
め
の
健
康

保
険
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取

得（
加
入
）す
る
と
き
や
、
喪
失

（
脱
退
）す
る
と
き
は
、
法
律
に

基
づ
き
、
14
日
以
内
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
該
当

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

国
民
健
康
保
険
の

手
続
き
は
14
日
以
内
に

す
る
人
は
、
同
課
・
各
総
合
支

所
生
活
福
祉
課
・
各
支
所
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い

※
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
資
格

取
得
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
資
格
を
喪
失
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
届
け

出
を
し
な
い
ま
ま
国
民
健
康
保

険
証
を
使
う
と
、
後
で
い
っ
た

ん
医
療
費
を
全
額
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

国民健康保険の届け出
届け出が必要なとき 届け出に必要な物

資格取得
（加入）

市内へ転入したとき 転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退し
た（退職した）、または扶
養家族から外れたとき

職場の健康保険の離脱証
明書、印鑑

子どもが生まれたとき
国民健康保険証、母子健
康手帳、印鑑

生活保護を受けなくなっ
たとき

生活保護廃止決定通知書、
印鑑

資格喪失
（脱退）

市外へ転出するとき 国民健康保険証、印鑑

職場の健康保険に加入し
た、または扶養家族にな
ったとき

国民健康保険と職場の健
康保険の保険証、印鑑

死亡したとき 国民健康保険証、印鑑

生活保護を受けるように
なったとき

国民健康保険証、生活保
護開始決定通知書、印鑑

その他

住所・氏名・世帯主など
が変わったとき

国民健康保険証、印鑑

保険証を紛失したり、破
損したとき

身分証明書、国民健康保
険証（破損の場合）、印鑑

学生が修学のため市外へ
転出するとき

国民健康保険証、学生証、
印鑑
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と

は
、
新
薬
と
比
べ
て
安
価
な
の

に
安
全
性
や
効
き
目
は
同
等
と

国
が
認
め
た
薬
の
こ
と
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及

は
、
患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療

保
険
財
政
の
改
善
に
有
効
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
の
国
民
健
康
保
険
や

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
、
保
険
証
の
交
付
時
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
一
体
に
な
っ

た
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
カ
ー
ド
」
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
医
療
機
関
や
薬
局
で
、
こ

の
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
の
意
思
を
伝
え
る
こ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
…
医
療

保
険
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係

（
☎
21
５
６
４
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
…

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合（
☎
０
５
９
・
２
２
１
・
６
８

８
４
）、
医
療
保
険
課
福
祉
医
療

係（
☎
21
５
５
５
２
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

利
用
し
て
い
ま
す
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
カ
ー
ド

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
紛
失
な
ど
で
カ
ー
ド

の
再
交
付
を
希
望
す
る
人
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

「
宮
川
の
花
火
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
伊
勢
神
宮
奉
納

全
国
花
火
大
会
が
、
７
月
18
日

㈯
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
日
本
三
大
競

技
花
火
大
会
の
一
つ
で
あ
り
、

全
国
か
ら
花
火
師
が
参
加
し
、

花
火
の
出
来
栄
え
を
競
い
ま

す
。
ま
た
、
今
回
は
伊
勢
市
制

施
行
10
周
年
を
記
念
し
た
ス
タ

ー
マ
イ
ン
の
放
揚
も
行
い
ま
す
。

　

例
年
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

協
賛
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
安
全
対
策
費
の
高
騰
や
収

入
の
減
少
も
あ
り
、
大
会
運
営

は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
よ
り
安
全
で
魅
力
あ
る
花

火
大
会
と
す
る
た
め
、
協
賛
金

観
光
振
興
課
内
・
伊
勢
神
宮
奉

納
全
国
花
火
大
会
実
行
委
員
会

（
☎
21
５
５
６
６
）

伊
勢
市
制
施
行
10
周
年
記
念

伊
勢
神
宮
奉
納

全
国
花
火
大
会

ご
協
賛
の
お
願
い

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
協
賛
し
て
い
た
だ
い
た
人
に

は
、
金
額
に
応
じ
て
協
賛
者
席

な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
花
火
大
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w
w
w
.city.

ise.m
ie.jp/hanabi/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

６
月
11
日
㈭
に
福
岡
ヤ
フ
オ

ク
！
ド
ー
ム（
福
岡
市
）で
行
わ

れ
る
プ
ロ
野
球
・
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
対
阪
神
戦（
午
後
６
時
試
合

開
始
）
で
、
伊
勢
市
が
観
光
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
試
合
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト

20
枚
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
プ

観
光
誘
客
課（
☎
21
５
５
６
５
）

福
岡
ヤ
フ
オ
ク
！
ド
ー
ム

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ

ン
ト

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
の
う
ち
、
１
枚
に

は
①
選
手
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

す
る
権
利（
６
歳
〜
中
学
生
対

象
）、
５
枚
に
は
②
選
手
を
守

備
位
置
で
迎
え
る
権
利（
４
歳

〜
中
学
生
対
象
）が
付
き
ま
す
。

申
し
込
み　

５
月
13
日
㈬（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が

き
に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
、
希
望
枚
数
、
申
込

者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、
権
利

①
②
の
希
望
有
無（
両
方
希
望

も
可
）を
記
入
し
、
同
課（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
）へ

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
６
人
ま

で
応
募
で
き
ま
す
。

※
会
場
ま
で
の
交
通
費
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

応
募
は
が
き
に
必
要
事
項
が
全

て
記
入
さ
れ
て
い
る
人
の
中
か

ら
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
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平
成
27
年
度
以
降
の
軽
自
動

車
税
の
税
率
が
表
①
②
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
平
成
28
年
度
に
適
用
さ
れ
る

燃
費
性
能
に
応
じ
た
グ
リ
ー
ン

課
税
課
税
務
係（
☎
21
５
５
３
０
）

平
成
27
年
度
の

軽
自
動
車
税

化
特
例（
税
率
の
軽
減
）に
つ
い

て
は
、
10
月
ご
ろ
の
「
広
報
い

せ
」
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６

月
１
日
㈪
で
す
。
納
期
限
ま
で

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

表①　軽自動車税の税率変更（平成27年度から改正）

車両種別 改正前
（平成26年度まで）

改正後
（平成27年度から） 重課税率

（平成28年度から）

軽自動車

3輪 3,100円   3,900円   4,600円

4輪
乗用

営業用 5,500円   6,900円   8,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物用
営業用 3,000円   3,800円   4,500円
自家用 4,000円   5,000円   6,000円

※改正後の税率は、平成27年4月1日以降に初めて新規検査を受けた車両に適用
　します。
※平成28年度から開始する重課税率は、初めての新規検査から13年を経過した
　次の年度分から適用されます。（電気自動車、天然ガス自動車、(混合)メタノール
　自動車、ガソリンを燃料とするハイブリッド自動車、被けん引車を除く）

表②　軽自動車税の税率変更（平成28年度から改正）

車両種別 改正前
（平成27年度まで）

改正後
（平成28年度から）

原動機付自転車

第1種（50cc以下） 1,000円 2,000円
第2種乙（90cc以下） 1,200円 2,000円
第2種甲（125cc以下） 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

2輪の軽自動車（250cc以下） 2,400円 3,600円
2輪の小型自動車 4,000円 6,000円

小型特殊自動車
農耕用 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

※平成27年度から適用することとされていた新税率は、平成27年度税制改正により
　適用が１年間延期されました。

新税率Q＆A
Ｑ．初めて新規検査を受けた年月は、　
　　どのようにしたら確認できますか？

Ｑ．平成27年４月１日に、中古の軽自
　　動車（４輪・乗用・自家用）を購入

　　しました。車検証の「初度検査年月」

　　欄は「平成24年11月」となってい
　　ます。平成27年度の税率はどうなり
　　ますか？また、重課税率はいつから

　　適用されますか？

Ａ．車検証の上部中央にある「初度検査年月」で確認
　　できます。

Ａ．新税率は、平成27年４月１日以降に初めて新規
　　検査を受ける車両が対象となりますので、お尋ね

　　の車両に新税率は適用されません。従って、平成

　　27年度以降も旧税率の7,200円が適用されます。
　　ただし、平成37年11月になると、「平成24年11
　　月」から13年を経過するため、その翌年度であ
　　る平成38年度から重課税率の１万2,900円が適
　　用されます。
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伊
勢
市
内
で
、
申
請
者
本
人

が
居
住
し
て
い
る
住
宅
ま
た
は

事
業
を
営
ん
で
い
る
店
舗
の
リ

フ
ォ
ー
ム
・
増
改
築
工
事
や
、

店
舗
の
新
築
工
事
を
、
市
内
に

本
社
・
本
店
が
あ
る
建
設
業
者

な
ど
で
行
う
場
合
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
を
受
け
る
に
は
、
工
事

着
工
前
に
補
助
金
交
付
決
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
人

・・
市
内
に
住
所
が
あ
り
居
住
し

て
い
る
個
人
、
ま
た
は
市
内
に

法
人
登
記
し
て
い
る
法
人（
法

人
に
つ
い
て
は
対
象
者
自
ら
が

営
む
店
舗
の
場
合
の
み
）

・・
世
帯
員
全
員（
法
人
の
場
合

は
そ
の
法
人
）
が
市
区
町
村
税

を
滞
納
し
て
い
な
い

・・
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い

対
象
住
宅
・
店
舗

・・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
増
改
築
工
事

の
場
合
…
補
助
対
象
者
が
居
住

商
工
労
政
課（
☎
21
５
５
１
２
）

住
宅
・
店
舗
の
リ
フ
ォ

ー
ム
等
工
事
に
補
助

す
る
住
宅
・
併
用
住
宅
ま
た
は

補
助
対
象
者
が
市
内
で
事
業
を

営
む
店
舗
で
、
過
去
に
こ
の
補

助
金
を
受
け
て
い
な
い
も
の

（
借
家
・
賃
借
店
舗
な
ど
の
場

合
は
所
有
者
の
承
諾
が
必
要
）

・・
店
舗
新
築
の
場
合
…
小
売
業

（
取
り
次
ぎ
の
み
の
店
舗
は
除

く
）、
理
容
業
、
美
容
業
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
飲
食
業
の
店

舗対
象
工
事　

次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
住
宅
・
店
舗
の
リ
フ
ォ

ー
ム
等
工
事

・・
工
事
費（
税
抜
き
）が
20
万
円

以
上
で
あ
る

・・
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に

工
事
を
完
了
し
、
実
績
報
告
を

す
る
こ
と
が
で
き
る

・・
市
内
に
本
社
・
本
店
が
あ
る

法
人
、
ま
た
は
市
内
の
個
人
事

業
者
が
行
う
工
事
で
あ
る

※
次
の
工
事
は
対
象
外
で
す
。

・・
浄
化
槽
設
置
工
事
や
公
共
下

水
道
へ
の
排
水
管
接
続
工
事
、

解
体
の
み
の
工
事
な
ど

・・
申
し
込
み
時
点
で
着
手
し
て

い
る
工
事
や
、
補
助
金
交
付
決

定
前
に
着
手
し
て
い
る
工
事

・・
住
宅
・
店
舗
と
別
棟
の
倉
庫
・

車
庫
な
ど
の
工
事
、
外
構
の
工

事
な
ど

・・
単
に
機
器
な
ど
の
設
置
・
取

り
替
え
の
み
の
工
事

・・
市
な
ど
の
他
の
補
助
制
度
や

国
の
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
を

利
用
す
る
工
事

・・
店
舗
併
用
住
宅
の
新
築
工
事

に
お
け
る
住
宅
に
係
る
工
事

補
助
金
額

・・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
増
改
築
工
事

の
場
合
…
工
事
費（
税
抜
き
）の

１
０
０
分
の
10（
住
宅
は
上
限

10
万
円
、店
舗
は
上
限
20
万
円
）

※
店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、

住
宅
部
分
に
対
す
る
補
助
金
額

と
店
舗
部
分
に
対
す
る
補
助
金

額
を
比
較
し
、
多
い
方
の
額
と

し
ま
す
。

・・
店
舗
新
築
の
場
合
…
工
事
費

（
税
抜
き
）
の
１
０
０
分
の
10

（
上
限
20
万
円
）

申
し
込
み　

５
月
１
日
㈮
か

ら
、
申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類

を
直
接
同
課
へ

※
募
集
案
内
・
申
請
書
は
同
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
交
付
決
定
額
が
予
算
額
に
達

し
た
時
点
で
受
け
付
け
を
終
了

予
算
額〔
平
成
27
年
度
〕　

１
２
０

０
万
円

　

経
営
・
生
産
・
技
術
・
Ｉ
Ｔ

な
ど
に
つ
い
て
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
事
業
者
を
対
象
に
、
専

門
家
を
派
遣
し
て
専
門
的
・
実

践
的
な
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
、
経
営
課
題
解
決
の
た
め

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象　

市
内
の
中
小
企
業
者

定
数　

15
社
程
度（
先
着
順
）

派
遣
料　

無
料

申
し
込
み　

電
話
で
同
会
議
所

ま
た
は
同
商
工
会
へ

※
事
前
に
同
会
議
所
ま
た
は
同

商
工
会
へ
の
経
営
相
談
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
専

門
家
を
派
遣
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

伊
勢
商
工
会
議
所（
☎
25
５
１
５
５
）

小
俣
町
商
工
会（
☎
22
３
６
１
９
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

専
門
家
派
遣
の
ご
案
内

し
ま
す
。
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近
年
、農
村
地
域
の
高
齢
化
・

後
継
者
不
足
・
人
口
減
少
な
ど

に
よ
り
、
地
域
と
し
て
農
地
・

施
設
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
し
て

守
っ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
共
同
活
動
の
困
難
化
に
伴

い
、
水
路
・
農
道
な
ど
の
地
域

資
源
の
維
持
管
理
に
対
す
る
担

い
手
の
負
担
が
増
大
し
、
担
い

手
の
規
模
拡
大
が
困
難
な
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、

農
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
平
成
26
年
度
に
「
多
面
的

機
能
支
払
制
度
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。平
成
27
年
度
か
ら
は
、

こ
の
制
度
が
「
農
業
の
有
す
る

農
林
水
産
課（
☎
22
０
３
７
０
）

多
面
的
機
能
支
払
制
度
が

法
律
に
位
置
づ
け

多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
ま
す
。

　

法
律
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
安
定
し
た
制
度
と

し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

制
度
の
概
要

■
農
地
維
持
支
払

　

農
業
者
な
ど
に
よ
る
組
織
が

取
り
組
む
、
水
路
の
泥
上
げ
や

農
道
の
路
面
維
持
な
ど
の
地
域

資
源
の
基
礎
的
保
全
活
動
や
、

農
村
の
構
造
変
化
に
対
応
し
た

体
制
の
拡
充
・
強
化
な
ど
、
多

面
的
機
能
を
支
え
る
共
同
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

■
資
源
向
上
支
払

　

地
域
住
民
を
含
む
組
織
が
取

り
組
む
、
水
路
・
農
道
な
ど
の

軽
微
な
補
修
や
植
栽
に
よ
る
景

観
形
成
な
ど
の
農
村
環
境
の
良

好
な
保
全
と
い
っ
た
地
域
資
源

の
質
的
向
上
を
図
る
共
同
活
動

や
、
施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

取
り
組
み
組
織
を
募
集

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
に
引

き
続
き
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
活
動
組
織
の
ほ

か
、
新
規
組
織
に
つ
い
て
も
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
６
月
30
日
㈫

ま
で
を
締
め
切
り
と
し
、
新
た

に
取
り
組
み
を
希
望
さ
れ
る
組

織
を
募
集
し
ま
す
。
新
制
度
に

つ
い
て
取
り
組
み
を
希
望
す
る

組
織
は
、
同
課
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
農
地

を
守
り
、
よ
り
広
い
範
囲
で
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
多
く

の
地
域
で
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

多面的機能支払制度
単価（10a当たり）

多面的機能支払交付金
　農地維持支払

田　3,000円
畑　2,000円
草地　250円

多面的機能支払交付金
　資源向上支払

田　2,400円
畑　1,440円
草地　240円

多面的機能支払交付金
　資源向上支払
　(施設の長寿命化のための活動)

田　4,400円
畑　2,000円
草地　400円

広
告

有料広告募集中有料広告募集中
　広告の規格や申し込み方法など、詳しくは
広報広聴課（☎㉑5515）へ問い合わせるか、
市のホームページをご覧ください。

※これらの広告は企業広告であり、市が広告主
　や商品などを推奨するものではありません。
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情報コーナー
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時５月10日㈰、14:00～16:00　所①赤門寺正寿院（岩
渕3丁目4-25）、②竹内浩三生誕地（吹上2丁目5-3）
内①小・中学生・高校生による詩の朗読、よしだみ
どりさん（随筆家）・庄司乃ぶ代さん（竹内浩三のめい）

によるお話と朗読、②竹内浩三詩碑の除幕式

時５月16日㈯、14:00～　所ミキモトホール（黒瀬町
1425）　内伊勢高校出身の3人（後久義昭さん〔テノー
ル〕・田中千佳子さん〔メゾソプラノ〕・中瀬あやさん

〔ピアノ〕）によるコンサート　料前売り1,500円、当
日2,000円（小学生以下は無料）

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・
後援などをするイベント情報を案内するコーナーです。
参加費などの記載のないものは無料です。

イベント掲示板

竹内浩三生誕祭

午後のひととき　薫風コンサート

赤門三ツ星会（☎28-4540）

ちちろ会・中瀬さん（☎22-7125）

時５月17日㈰、13:00～　所生涯学習センターいせト
ピア・多目的ホール　内ギターを弾くのが好きな人
も、弾かないけれど聴くのが好きだという人も、み

んなで楽しいひとときを過ごします。

三重県ギターフェスティバル2015
三重県ギター協会・西川さん（☎090-4868-7367）

時５月24日㈰、10:00～15:30　所福祉健康センター
内健常者・障がい者の関係なく、子どもから年配の
方まで楽しめるスポーツです。健康維持のためにも

良いスポーツです。皆さんの参加をお待ちしていま

す。申５月11日㈪までに、氏名・年齢・性別を、は
がきまたはＥメールで同会・卓球教室宛（〒516-0076
八日市場町13-1、アドレスpinpon@ssquin.com）へ

ニュースポーツ　SSピンポン卓球教室
伊勢市視覚障害者福祉会（☎24-5501）

時５月14日㈭～16日㈯　所おかげ横丁周辺　内囲碁
の若手プロ棋士16人が、五十鈴川河畔で二日間の盤
上の戦いを繰り広げます。観戦自由。初心者教室・

指導碁もあります。

指導碁
定90人（先着順）　料2,000円　申５月1日㈮～13日㈬
に同クラブへ

時５月14日㈭～17日㈰、10:00～17:00　所生涯学習
センターいせトピア・１階ふれあい広場　内篆

てん

刻
こく

・

書道の作品展です。体験コーナーもあります。

　このコーナーは、市民団体の皆さんが、イベント案内
や会員募集などに利用できるコーナーです。参加費など
の記載のないものは無料です。

みんなの広場

第６回おかげ杯囲碁トーナメント

第15回東方展

横丁棋院囲碁クラブ（☎23-8816）

竹屋さん（☎24-0975）

時５月22日㈮～24日㈰、10:00～16:00　所神宮会館
（宇治中之切町152）　内切り花・鉢植えの展示

伊勢神宮奉納 春のばら展
三重ばら会南勢支部・辻さん（☎24-9271）

時５月24日㈰、14:00～15:30　所ミキモトホール（黒
瀬町1425）　内20周年を記念し、思い出の合唱曲（女
声三部）や季節の童謡・唱歌を歌います。曲は「蘇州

夜曲」「瑠璃色の地球」「朧月夜」他。

～ぐるうぷSingコンサート～
ぐるうぷSing・楠さん（☎36-4751）

時５月16日㈯、19:00～20:30　所伊勢河崎商人館・
角吾座　内「悠久なる漢詩の心とその情景」と題し
て、映像により分かりやすい詩吟を発表します。

定70人（先着順）

奉洲流詩吟発表会
奉洲流詩吟道総本部（☎25-6261）

時５月24日㈰、15:00～17:00　所神宮会館・大講堂
（宇治中之切町152）　内～「これから」が「これまで」
を決める～というテーマで、理学博士、理論物理学

者の佐治博士が人生の生き方を語って下さいます。

定300人（先着順）　料5,000円（テキスト代を含む）
申５月10日㈰までに同実行委員会へ

宇宙に学ぶ人生の歩き方
「佐治晴夫先生」伊勢講演実行委員会
（☎090-8157-1946）

時とき　所ところ　対対象　　 内内容
定定員　料料金　   申申し込み

７月１日号＝５月15日㈮
７月15日号＝５月29日㈮

掲載申し込み締め切りイベント掲示板 ＆
みんなの広場
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時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先

  予算額〔平成27年度〕 9,480 万 2千円（市主催分のみ）５月の無料相談
法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて
　いる場合は、相談を受けることはできません。

時毎週月曜日、13:30～15:30〔５月４日は
祝日のため、７日㈭に行います〕

所広報広聴課（☎㉑5515）
対市内に住所を有する人
定８人（先着順）
申相談日の１週間前の月曜日・8:30以
降、広報広聴課へ来所または電話
※５月11日実施分の申し込みは、５月４日が
　祝日のため、７日㈭から受け付けます。

時５月７日㈭、13:30～15:30
所小俣保健センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申４月24日㈮～５月１日㈮に、社会福祉
協議会小俣支所（☎㉗0509）へ来所また
は電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時５月21日㈭、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所（ハートプ
ラザみその北側事務所棟）

対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申５月14日㈭～20日㈬に、社会福祉協
議会御薗支所（☎㉒6617）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所

消費生活・多重債務
（消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など）

時 月～金曜日、9:00～12:00・13:00～
16:00
所伊勢市消費生活センター〔市役所本
館・２階〕（☎㉑5717）

【司法書士による多重債務相談】
時５月21日㈭、9:30～11:30
所伊勢市消費生活センター
定４人（先着順）
申５月１日㈮・9:00以降、伊勢市消費
生活センター（☎㉑5717）へ電話

時６月４日㈭、13:30～15:30
所福祉健康センター
対市内に住所を有する人
定４人（定員を超えた場合は抽選）
申５月28日㈭～６月３日㈬に、社会福祉
協議会伊勢支所（☎㉗2425）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所
※５月中に申し込みを開始するため、今月号
　に掲載しています。

交通事故
時５月20日㈬、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）
定４人（先着順）
申相談日当日の8:30～14:30に、広報広
聴課へ来所または電話

時月～金曜日、9:00～16:00
所三重県交通事故相談窓口〔三重県栄
町庁舎・3階〕（☎059・228・7350）

行　政

時５月12日㈫、13:00～15:00
所二見生涯学習センター
問二見総合支所地域振興課（☎421111）

時５月19日㈫、13:00～15:00
所広報広聴課（☎㉑5515）

時５月26日㈫、13:00～15:00
所小俣公民館
問小俣総合支所地域振興課（☎㉒7858）

人　権

時 ５月14日㈭、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

時月～金曜日、8:30～17:15
所津地方法務局伊勢支局（☎㉘6158）

公　証 （遺言・契約証明）

時５月７日㈭、13:00～16:00（受け付け
は14:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）

家庭児童・女性 （児童虐待・DVなど）

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども家庭相談センター〔市役所東
庁舎・２階〕（☎㉑5709）

一人親

時月～金曜日、9:00～17:00
所こども課（☎㉑5561）

乳幼児

時月～金曜日、9:00～16:00
所大世古保育所（☎㉕3676）

小・中学生
（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など）

時月～金曜日、8:30～17:00
所スマイルいせ〔小俣総合支所・３階〕
（☎㉒7867）

【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】
時月～金曜日、9:00～17:00
対小・中学生、保護者

青少年 （非行問題など）

時月～金曜日、8:30～17:00
所青少年相談センター〔小俣総合支所・
１階〕（☎㉒7894）

就　職

時月・火・木～土曜日、11:00～17:00
所いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）

対 39歳までの人またはその保護者
問いせ若者就業サポートステーション
（☎636603）

障がい者・障がい児
（福祉サービスの利用相談・日常生活の相談
支援など）

時 月～金曜日、①8:30～17:15・②8:30
～17:30・③9:30～17:30
所①障害者東地域相談支援センター（☎
434400、FAX434427）・②障害者西地域
相談支援センター（☎㉔3009、FAX㉔
3019）・③障害者総合相談支援センター
「フクシア」（☎㉑3633、FAX⑳6535）

高齢者在宅介護

時月～金曜日、8:30～17:15
所東地域包括支援センター（☎441165）
 　中部地域包括支援センター（☎㉗2424）
　 南地域包括支援センター（☎㉑0080）
　 西地域包括支援センター（☎⑳5055）

時毎日24時間対応
所各在宅介護支援センター〔神路園（☎
㉒6012）、双寿園（☎㉓9231）、白百合
園（☎㉗1511）、山咲苑（☎㉓8000）、正
邦苑（☎381800）、みなと（☎350811）、
楽寿苑（☎㉛0050）、二見ふれあいプラ
ザ（☎434423）、小俣（☎㉗1155）〕

心配ごと　※いずれも、電話相談も可能。

時５月８日㈮、13:30～15:30
所小俣保健センター
問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗0509）

時５月13日㈬、13:30～15:30
所福祉健康センター
問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗2425）

時５月20日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会御薗支所〔ハートプ
ラザみその北側事務所棟〕（☎㉒6617）

時５月27日㈬、13:30～15:30
所社会福祉協議会二見支所〔二見ふれ
あいプラザ内〕（☎435551）

登　記

時 ５月12日㈫、13:00～16:00（受け付
けは15:00まで）
所広報広聴課（☎㉑5515）
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伊勢市情報戦略局広報広聴課
〒516-8601
伊勢市岩渕１丁目７番29号
TEL 0596-21-5515
FAX 0596-22-9699
Eメール ise-koho@city.ise.mie.jp
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